HITACHI 

Inspire the Next 



取扱説明書 


保証書-据付説明書別添付 


日立ルームエアコン 



お名 

_ 室巧機 

RAM - A 22 AS 

RAM - A 25 AS 

RAM - A 28 AS 

RAM - A 36 AS 

RAM - A 40 AS 

RAM - A 50 AS 


このたびは、日立ルームエアコンをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。 
この取扱説明書をよくお読みになり、正しくご使用ください。 

お読みになったあとは、保証書’据付説明書とともに大切に保をしてください。 


「安全上のごミ主意 J r -» P .7~ n ] をお読 
みいただき、正しくお使いください。 


このルームエアコンは、一般ま庭の人を 
対象とした空調を目的とずるものでず。 
食品-動植物-精密機器-美術品-医薬品 
等の保をには使わないでください。 



この製品はオゾン層を破壊し 
ない;令媒を使用しています。 


ま庭用ルームエアコンには最大で C02 (温暖化ガス）3,60 Ok 旨に相当するつ□ン類 
が封入されています。地球温暖化防止のため、移設•修理•廃棄等にあたってはつ 
□ンの回収が必要です。 


じ常!某の「見える化」表示について】 

この表示は、ま庭用エアコンに温暖化ガス（つ□ン類）が封入されていることを、ご認識いただくたゆ 
の表示です。エアコンの取り外し時はつ□ンの回収が必要です。廃棄時には家電リサイクル法の制度 
に基づさ適正な引き渡しをしていただければ、確実につ□ンの適正処理がなされます。 



曾 





































目次 


ご使巧の前に_ 

上手な使いかたのポイント 

安全上のごミち意_ 

準備と確認 


運転のしかた 

■ 

いろいろな機能の 
使いかた 


参マルチエアコンについて 
♦る部のなまえ-付属品- 


参上手な使いかたのポイント .[6 


口 

口 


♦安全上のごを意 （必ずお守りください) 


7 


♦リモコンのボタン-表示のはたらき 
♦リモコンを準備する . 

• 乾電池を入れる . 

• 扉の開閉のしかた . 

-現在時刻を設定する . 

-リモコンの操 fF のしかた . 

-リモコン取付具の使いかた-… 
♦室内機ランプ表示の見かた . 


12 


14 


16 


17 


•運転 (7) 基本的な流れ . 18 

♦暖房 （室温を上げる） 運転 . [20 

♦冷房 （室温を下げる） 運転 . 


♦除湿 （湿度を下げる） 運転 . 22 

♦自動 （おまかせ空調） 運転 . [23 

•送風運転 . 


♦パワフル運転機能 . 25 

♦おやずみ運転機能 . 屈 

♦風速切り換え機能 . [27 

•上下風!^設定機能 . 画 

参左ち風向の設定 . 29 

♦タイマー予約運転機能 . [30 

•応急運転機能 . つ 

•強制;令房運転 . 


2 




















































































お手入れ 
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参こんなときは、ずぐ販売店へ . 

♦長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について . 
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エアコンでよくあるご質問 

•ランプの点な.点滅について [- » P .17、 401 
♦運転を停止したのにランプが点なしている[今 P .40) 




































































ご使巧の前に 


マルチエアコンについて 


この エアコンは、 複数台の室内機を]台の室外機に接続して運転できる エアコンです。 
1部屋だけでも、複数の部屋でも、お部屋の必要に応じて運転することがでさます。 


同時運転について 


♦室内機を2台同時運転するとさは、室内機の組合わせによって、室内機]台あたりの能力が、 

1台運転時よりもやや低下する場合があります。 

暖房時： 2台目を運転しますと、先に運転した室内機の吹出し空気温度が下がることがあります。 

その場合は、吹出し空気温度を上げるために、風速を下げて運転することがあります。 
:令房時： 2台目を運転しますと、先に運転した室内機の吹出し空気温度が上がることがあります。 
♦真夏.真冬など2室同時に運転すると;令える、暖まるまでに時間がかかることがあります。 

] 室をある程度運転してから他の部屋を運転してください。 

♦お部屋があまり;令えない、または暖まらないときは、運転台数を減らしてください。 

♦暖房2台運転時は、他室の運転状態によっては室温が設定温度よりも高ゆになる場合があります。 
♦同時運転するときの能力については、室外機に同捆している「仕様表」を参照してください。 


運転の組合せについて 


手動運転の場合 


♦それぞれの室内機の運転 G 令房、暖房）が異なる場合、運転しません。 


運転の種類 

運転の種類 

暖房 

冷房.除湿.送風 

暖房 

〇 

X 

冷房-除湿-送風 

X 

〇 


〇:同時運転がでさまず。 

X :あとから運転ずる室内機は、運転はしません。 

(運転しなし喧内機の運転ランプは、点灯します。その險上下風向板は一旦開5ますが、すぐに閉じます。） 
あとの室内機を運転したいとさは、先または後の室内機を一旦停止にし、運転の種類を設定しなお 
してから、あらためて運転を斤ってください。 


自動運転の場合I 

参先に暖房運転が自動選択されているとさは、後の室内機も暖房運転を行います。また、先に;令房または、 
除湿運転が自動選択されている場合は、後の室内機も;令房か除湿のどちらかの運転を行います。 


停止している室内機について 


♦他室で"暖房"または":令房" " P ま湿"で運転中、停止している室内機から音がしたり室内機が暖まったり 
することがあります。これは停止中の室内機にも少しですが、：令媒を流しているたゆです。 


ご使用上のご注意 


♦:令房- P ま湿運転終了後に、他の室内機で暖房運転する場合は、：令房-除湿運転をしていた室内機を30分程度 
暖房運転（設定温度16で、風速強風）を斤ってください。 

室内機内部に露がつく恐れがあるためです。 
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ご使巧の前じ 


る部のなまえ • 付属品 


P .) のあとの数字は主な 


説明のあるぺージでず。 


室内機 


※図は説明のため運転状態でず C 


エアフイルター フ□ントパネル 

左も各1枚 

(吸い込み口化 


〕)画 / 上责グリル 

"。。―， 一 



ランプ表示部 

林 P. 17、 40 I 


上下風向板/左ち風向板 

(吹き出し口） a とを^ 


応急運転スイッチぉ瑪] 


リモコン 


->P. 12~17 


〔巧I〔ぉ S 11巧房] 


幽良止 I 

圈 


(1 個） 


付属品 


リモコン取付具 


[- >P .17 I 





(1 個） に本) 


モニター用 単4乾電池 


-P .14 I 




に本) 


ご使用の前に 
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上手な使いかたのポイント 


上手な使いかたのポイント 

ェアコンの風がスムーズに流れるようにしましよう。 



冷やしずざや、暖めずざのないようにしましよう。 


をやしすデや暖めずデは健康上好ま 
しくなく、電気も多く使いまず。 
「適切な温度」の設定が、体にもま計 
にちおずずめでず。 



〈おすすめ設定温度〉 


暖房 

20 で〜 24 °C 

冷房 

25て〜28で 

除湿 

20 で〜 26 °C 


窓のカーテンやブラインドを上手に使いましよう。 


窓の力ーテンやブラインドを閉めれば、熱の出入りが抑え 
られます。 

設定温度に早く到達し、設定温度を保ちやずくなり、節電 
になります。 

※力ーテンカなアコンの風の流れを邪魔しないようにして 
ください。 



専用ブレーカーを" OFF (切）"することで、節電効果があります。 


電源が入つていると運転していなくても、制御回路内 
で微少でずが電気を消費しまず。 

長期間使わないときは、専用ブレーカーを " OFF 
(切）"にすることで節電効果があります。 
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安全上のごを意 


ま全上のごを意(必ずお守りください） 

お使いになる人や、ほかの人へのを害、財産への損害を未然に防止ずるため、必ずお守りいただくことを 
次のように説明していまず。 

また、本文中の注意事項についてもよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

■ここに示したミち記事項は 

表示と内容を無視して誤った使いちをしていたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明 
していまず。 


危害や損害とその程度と区分 


A 警告 
A ミ主意 


この表示の欄は、「死 t また 
は重傷を負うおそれがある J 
内容でず。 

この表示の欄は、「軽傷を負 
う、または物的損害を生じる 
おそれがある J 内容でず。 


A 


給表示の例 


「警告やを意を促す J 内容のものでず。 


Q 


してはいけない「禁止 J 内容のちのでず。 


〇 


実行していただく「強制 J 内容のちのでず。 


■お読みになつたあとは、お使いになるちがいつでも見られる所に必ず保をしてください。 


据え付けについて 


A 警告 


〇 

強制 


♦据え付けは、お買い上げの販売店 
または専門業者に依頼ずる 

ご自分でお付工事をされ不備がある 
と、水漏れや感電-火災の原因にな 
りまず。 


〇 

卜扇続 


参アース（接地）を確実に巧う 

♦アースエ事は、販売店または専門業者 
に依頼ずる 

アース線は、ガス管’水道管’お雷 
針-電話の アース 線などに接続しない 
でください。 アース （接地）がで確実 
な場合は、故障や漏電のときに感電や 
火災の原因になりまず。 


0 

禁止 


参改造は行わない 

改造を行いまずと、水漏れ-故障 
感電-火災の原因になりまず。 


安全上のご注意 
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安全上のごを意 


安全上のご注意 (必ずお守りください）（続き) 


据え付けについて 


A ミ主意 


〇 ♦湿気の多いところ、雨水など水気のあ 
るところに設置ずるときは、漏電遮断 
強制器を取り付ける 

漏電遮断器が取り付けられていないと、 
感電の原因になることがありまず。 

参指定1^4外の電源に接続しない 

指定が外の電源を使うと、電気部品が 
発熱し、火災の原因になりまず。 

♦除湿水は、確実に排水できるようにする 

排水経路に不備があると、室内•室外 
機から水が滴下し、家財などを濡らず 
原因になることがありまず。 


/ \ 

参可燃性ガスの漏れるおそれのある場所 
V V へは、設置しない 

万ーガスが漏れて室外機の周囲にたま 
ると、発火して火災の原因になること 
がありまず。 

♦動植物に直接風があたる場所には設置 
しない 

動植物に悪影響を及ぼず原因になるこ 
とがありまず。 

\_ J 


電源について 


A 警告 


Q 

\ 

♦安全器のヒューズの代わりに、針金や 
銅線などを使わない 

禁止 

故障や火災の原因になりまず。 

V 

J 



参異常時（こげ臭いなど）は、運転を停 
止して、専用ブレーカーを " OFF 
(切）"にしてお買い上げの販売店また 
はお客様ご相談窓□に点検-修理を依 


頼ずる 


異常のまま運転を続けると、故障ゃ感 
電-火災の原因になりまず。 


♦落雷のおそれがあるときは、運転を停 
止し、専用ブレーカーを" OFF (切）"に 
する 

落雷の程度によっては、故障の原因に 
なります。 
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お取り扱い-お手入れについて 


A 警告 


0 

禁止 


参長時間冷風を身体に直接あてたり、 
:令やし過ぎたりしない 

体調悪化や健康障害の原因になります。 

♦室内-室外機の吹き出し□や吸い达 
み口をふさいだり、指や棒などを入 
れない 

内部でファンが高速回転していまず 
ので、けがや故障の原因になります。 
また、性能が低下します。 

♦室内機内部の洗浄はお客様自身では 
行わない 

エァコンの洗浄には専門技術が必要 
なため、お買い上げの販売店に相談 
ずる 

市販の洗';争剤などを使用しますと、 
樹脂部品の割れや排水経路の詰まり 
に至ることがあり、水たれや感電の 
原因にもなりまず。また、洗ミ争剤が 
電気集塵機の電極-電気品•モータ 
一にかかると、感電や火災の原因に 
なりまず。 


〇 

強制 


>エアコンが;令えない、暖まらない場 
合は;令媒の漏れが原因のひとつとし 
て考えられるので、お買い上げの販 
売店に相談ずる 

エアコンに使用されている;令媒その 
ものは無害でず。万一、：令媒が室内 
に漏れ、フアンヒーター.ストー 
ブ.コン□等の火気に触れると有害 
な生成物が発ちします。刺激臭があ 
るときには、ずぐにエアコンを停止 
し窓等を開けて換気し、販売店にご 
連絡ください。 


A ミ主意 


〇 

強制 


>お手入れをずるときは必ず運転を停 
止し、専用ブレーカーを" OFF (切）"に 
する 

内部でファンが高速回転していまず 
ので、けがや故障の原因になります。 

>エアコンのお手入れ時には、手袋を 
着用ずる 

けがの原因になりまず。 


めれ手禁止 


参めれた手で、スイツチを操作しない 

感電の原因になりまず。 


雜 

禁止 


>エアコンを 7 j < 洗いしたり、花瓶などの 
水の入った容器をのせたりしない 

漏電によって、感電や発火の原因にな 
りまず。 


♦長期間使わない場合は、安全のため 
専用ブレーカーを "OFF (切）"にずる 
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安全上のご注意 
















安全上のごを意 


安全上のご注意 (必ずお守りください）（続き) 


お取りおい-お手入れについて 


A ミ主意 


f N 

0 参このエアコンは、一般家庭の人を対象 
とした空調を目的とずるちのでずので 
食品.動植物.精密機器-美術品•医 
療品等の保存など特殊用途には使用し 
ない 

これらの品物の品質低下の原因になる 
ことがあります。また、エアコンの機 
能や性能の低下、及び故障の原因にな 
ることがありまず。 

参燃焼器具と一緒に運転するときは、こ 
まめに換気を行う 

換気が不十分な場合は、酸素不足の原 
因になることがあります。 

♦エアコンの風が直接あたる所に、燃焼 
器具を置かない 

燃焼器具ので完全燃焼の原因になるこ 
とがありまず。 

参長期間の使用などで、傷んだままの据 
付台などで使田しない 

室外機の落下につながり、けがなどの 
原因になりまず。 

♦動植物に直接風をあてない 

動植物に悪影響を及ぼず原因になるこ 
とがありまず。 

♦室外機の上に乗ったり、物を載せたり 
しない 

落下や転倒などにより、けがの原因に 
なります。 

参エアコンの下に他の電気製品や家財な 
どを置かない 

水滴が滴下ずる場合があり、ミち損や故 
障の原因になることがありまず。 


V_/ 
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f \ 

0 参;令房-除湿運転時、窓や戸を開放した 
が態（部屋の湿度が80%を超えたま 
禁止 ま）などで長時間運転をしない 

上下風向板に露がつき、ときには露が 
落ちて家財を濡らず原因になることが 
あります。 

♦新築や改築時にお部屋の乾燥に使用し 
ない 

エアコンの機能や性能の低下及び上下 
風向板に露がつき、露が落ちてま財を 
濡らす原因になることがありまず。 

参能力]^(上の負荷 （; 令房-暖房能力1^(上 
の広い部屋やを勢の人が居るなど）で 
使用しない 

設定温度に達しないことや、露が落ち 
て家財を濡らず原因になることがあり 
まず。 


V_ 


参冷媒配管パイプや接続バルブにさわら 
ない 

火傷の原因になりまず。 

参室外機の吸い込み□や底面-アルミフ 
インにさわらない 

けがの原因になります。 









移設 • 修理について 


A 警告 


〇 ♦修理は、お買い上げの販売店または、 
修理窓□に依頼ずる 

強制 ご自分で修理をされ、不備があると、 
感電や火災の原因になります。 


〇 

強制 


>エアコンを移動-再設置ずる場合は、 
お買い上げの販売店またはお客様ご 
相談窓□に依頼ずる 

ご自分で移動-再設置され、す備が 
あると、水漏れや感電-火災の原因 
になりまず。 


安全上のご注意 
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準備と確認 


リモコンのボタン-表示のはたらき 


リモコン 


送信部 片面の 


M 欠日日も- 

♦運転内容や機能の設定内容を表示します。 


運転を始める 


巧したボタンの運転を始めます。 

じ令房」運転をずる (今 P -21 ] 
「除湿」運転をずる 柳 -22 ] 

「暖房」運転をずる 
「自動」運転をずる这 


運転を停止ずる 



参タイマー予約が外の運転を停止します。 

「室温」を設定ずる 


運転を始める 


巧したボタンの運転を始めます。 

「おやずみ」運転をずる林 P -26 J 
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リモコン漏を開けたが態) 


X 図の液晶表示は、 I 」セツトスイツチを巧した直後の表示を示します。 
本 ルームエアコンには 無い機能も表示されます。 



[- >P.25 


「風速」を設定ずる挂 P.27 1 
運転を「パワフル」運転に切り換える 
「送風」運転をずる [-» P -24] 

「風向」を設定ずる挂 EH ] 

「タイマー予約」をする 斥 P .30 j 

リモコン形名 
現在時刻を設定ずる 



準備と確認 
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準備と確認 


IJ モコンを準備ずる 


乾電池を入れる 

〇 電池ケースふたを開ける 

• WP マークを巧しながら手前に引き抜く。 


@単4おアルカリ乾電池2本を入れる 

• 00 を電ミ也ケースの表示に合わせて正しく乂 
れる。 

電ミ也ケースふたを閉じる 

参ふたを「カチツ」と音がずるまで巧し込む。 


な リセツトスイツチを}甲ず 



扉の開閉のしかた 

扉の開けかた 

参扉左伯晒の凸部に指をかけちに開ける。 



扉の閉じかた 

参「カチッ」と音がするまでしっかり閉じる。 


暖房] 〔 P ま S ] 〔ち*] 

ん 

( 風速 1 1) 巧]|レ] ( 送風) 


(上下 風向 

ド 切 タイ? - A 

。リ e か 度 

動 

ds 

[M] 

[• 
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「リモコン」のワンポイントアドバイス 

■乾電池について 



参アルカリ乾電池の寿御ま、普通の使いかたで約1年です。乾電池の「使田推奨期限」に近いものや、付属品の「モニター田 
乾電池」は寿命が早くなります。 

♦リモコンの液晶表示がうすくなったら、乾電池を交換してください。 

参乾電池を交換した後や、動作が正常でない場合は、必ずリセットスイッチを巧し、現在時亥職定をしてください。 

r-^p.i6 1 

參乾電池を誤って使うと、液漏れや破裂の危険があります。乾電池のを意文をよく読み、特に次の点にを意してご使田くだ 
さし、。 

0 ) 乾電池の+ (プラス）、 _( マイナス）の向さは、電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

(2) ま斤しい乾電池と古い乾電池、種類の違う乾電池を混ぜて使わないでください。 

(3) 長期間り力月 U 上）使田しないとさは、乾電池を取り出しておいてください。 

万一液漏れしたとさは、よくなさ取ってから、ま斤しい乾電池を入れてください。 


■アドレス切換スイツチについて 


U モつン裏側（電池ケースふた内） 


設定は、お買い上げの販売店にお問い合わせくださし、。 

お客様ご自身での設定はしないでください。 

(設定で法が適切でない場合に、リモコン操作ができなくなることがありまず。） 


>同じ部屋に2台の室内機を据えせけたとさなど、リモコンの混信を防ぐときに使 
います。 




準備と確認 
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準備と確認 


リモコンを準備ずる(続き） 

現在時刻を設定する (午後]: 30 に設定する場合） 

广 

驗時刻を設定しないと「タイマ-予約」運転や「おやすみ」運転はできません。 




先の細いもので、〇リ tz ツト 
を巧ず 


•鹽 が点滅表示を始めまず。 




9 


合進む 

* 戻る到甲し、顔を合わせる 


♦巧し続けると早送りします。 


へ 

時刻 

间 






^__ ) 時刻合わだ）を}甲して、 


現在時刻を設定ずる 

•午後の表示が点灯に変わり、時刻合わ 
せ完了。時刻表示は約] 0秒後に自動 
的に消灯しまず。 



時刻を確認ずるとさは 
__ ) 時刻台わだ）を2度}甲ず 


時刻を修正ずるときは 
__ ：) 時刻ミねだ）を}甲し 
@ ©の操作をずる 


リモコン 

偏を開けた状態) 




暖房隨湿巧房 


風速11 バ つ] ル〕 〔送風] 


が風向] 


向タィト) 

於ィト1 





リごツト 


也 

に• 〕時刻さゎの 


B 


をを 


先の細いちの 


リモコンの操作のしかた 


♦運転や機能の設定をずるときは、リモコンの先端の送信部を室内機の受信 
部に向けてボタンを巧しまず。室内機が受信すると、「ピッ」という受信 
音がして、ランプが点灯します。（ランプが点灯しない機能もありまず。） 
エアコンの電源を入れた直後の約] 0秒間は、リモコンのボタンを^ 

U 甲しても受信しま甘ん。 / 

参受信できる距離は、正面で約 7 m でず。室内に電子点灯形の照明器具があ 
る場合は、受信距離が短くなったり、場合によっては受信できなくなる場 
合がありまず。 

参リモコンはていねいに取り扱ってください。落としたり、水がかかったり 
ずると送信できなくなる場合があります。 

♦リモコンの点検について （一 » P .37 1 
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リモコン取付具の使いかた 


Vi 


で J 


参リモコンは、付属の U モコン取付具で柱や壁に取り付けて使うことができ 
まず。 

※事前に取付場所から受信できることを確かめてから取り付けてください。 


リモコン取せ具 
/エアコンが 
I 受信できる位置 


■リモコンの取り付けかた ■リモコンの取り外しかた 

♦上から差し込む。 


>0 

置 J 固 


>1」モコンの上部を持って 
上方向に引き抜く。 




リモコンを左ちにね 
じって取り外さない 
でください。扉や電 
ミ也ケースふたが外れ 
る場合があります。 


の 

禁止 


A 


加口 


室内機ランプ表示の見かた 


ランプの点灯や点滅で運転状況などをお知らせしまず。 

参下記な外の点滅については[今 P .40) を参照してください。 



ランプ表示 


運転 



お知らせ内容 


「暖鼠「除湿」「;令鼠「自動」 
「を風」のいずれかが運転中。 


I 今 P .20 〜24 ) 


参「暖房」運転時の「予熱」、 
または室外機「霜取り」運転 


〔今 P .20 I 


ランプ表示 


運転 

タイマ- 


お知らせ内容 


I 「タイマー予約」運転中。 


l -> P -30 I 


タィマ- 



「入タイマー予約」中。 


け P .30 


準備と確認 


17 






















































運転のしかた 


運転の基本的な流れ 

〇 


運転したいボタンを巧ず 
(暖房運転の場合： r 暖房 


参「ピッ」と鳴り、巧したボタンの運 
転を開始し、運転内容を表示しまず。 




お好みで温度•風速•風向 
の設定を変えたり、 
いろいろな機能力《使えまず 

※運転の種類によっては、変えられな 
し、、使えない機能もありまず。 



|-»P.25~32l 

設定温度を変えるときは 


<■上がる 


' - 

が曰 

v I <■下がる 


を巧ず 


参ボタンを巧ずごとに、「ピッ」と 
鳴り、 rc ずつ変わります。 

参設定温度20ででは基準温度と 
して「ピピッ」と鳴ります。 

参設定温度30ででは基準温度と 
して「ピピピツ」と P 鳥ります。 


♦「ピー」と P 鳥り、運転が止まりまず。 


■ボタンの使い分け 


室温を 

上げる 

お度を 
下げる 

室温を 

下げる 

おまかせ空調 
をする 

暖房 

广 N 

陈湿 

广 N 

向 

自動 

(- > P .20] 

(- > P .22] 

(- > P .21 1 

(が .23) 



運転開始後の動き 


上下風向板力《運転の種類に適した角度 
に自動的に開く 


設定された温度になるように運転を 
制御 



運転の停山ま 

‘ 、 

停止 

を巧ず 


X 在室人数-お部屋の条件-外気温によっては、設定温度 
にならなし\場合があります。 


運転停止後の動き 


運転停止 

(タイマーの予約は保持されまず） 


上下風向板が自動的に閉じる 


運転が況によりオートフレッシュ除霜 
b » P .20 l を運転 
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田 


1 こじ, 

^■•し 


暖房 



風速►自動 


運転 




「暖房」運転のとさの 
表示例 


: リロン : 

■ 

' リモコン ' 


、（扉を開けた状態） 






良湿 I 


暖房 


ぶ房 



〔自動 I 


画すみ I 


fi 

v 


[7 のル I 送風 j I 


圧下風向〕 


间夕词 

( A 5^ 


の 

時刻 


r モ約] 

し取消1 




\ 0'JtZ'Vh(^ZD 


を 


を 


19 


冷房 



おやずみ運転 
をずる 

送風を 

する 

味やすみ j 

(送風） 

(- > P .26 l 

(- > P .24 l 



運転のしかた 



































































































































運転のしかた 


暖房僅温を上げる）運転 


〇 


暖房 


を巧ず 




>「ピッ」と鳴り、運転を開始し、運転内容を 
衣71^しまず。 


温度の調整は 


室温 

の 


調整範囲 
1 ら 。じ〜32。じ 
(おすすめ誠温醉〇で〜24り 


1 


いろいろな機能の設定は (^ P -25~32) 


運転の停止は停止を巧ず 


♦ 「ピー」と鳴り、運転が止まりまず。 


pzi 


暖房 


風速►自動 


「暖房 J 運転の 
ワンポイントアドバイス 



リモコン 


• 「運転」ランプが「点灯な減光」して風が出ないことがありま 
す。 このと きは r 予熱」、または「霜取り」運転中です。 
(故障ではありません。） 


運転の種類 

運転の内容 

予熱運転 

室内機の熱交換器を暖める運転で、運転開始直後 
の2 〜 3分間。 

霜取り運転 

室外機の熱交換器に付いた霜を取る運転で、運転 
中は暖房運転を一時停止しまず。 

(日〜10分、最大でも20分） 

オートつ レッシュ 
除霜運転 

運転を停止したときに、室外機の熱交換器に霜が 
付いていたら、霜取り運転を行います。 


•外気温「-]日て〜 2 rc 」 でお使いください。 -] 5て未満や 
24でが上では機械保護のため運転しないことがありまず。 

•風速は"自動"をおずずめしまず。部屋の暖まり具合に台わせ 
風速が変わり、風を冷たく感じにくくなります。 |-> P -27 l 

•エアコン暖房は、部屋全体を暖める暖房でずので、暖かく感 
じるまで少し時間がかかりまず。「入タイマー」での運転をお 
すすめしまず。 r -> p -3 o ] 

•外気の熱を吸収して暖房ずるため、外気温が下がると暖房能 
力も下がりまず。この場合はインバーターの働きで圧縮機の 
回転数を上げて暖房能力が下がらないよう運転しまずが、 

テれでも暖まりが悪いときは、他の暖房器具を併用してくだ 
さい。 

•配管が長いと、暖房能力がほ下しまず。 

•暖房運転を行うと、運転後しばらくして一時的に暖房運転を 
中断ずることがありまず。これは霜取り運転を実施している 
ためでず。（室内機の「運転」ランプが点灯したり、暗くなっ 
たりを繰り返しまず。）このときに室温が若干下がることがあ 
りまずが、霜取り運転終了後に暖房運転を再開しまず。 




リモコン 

(扉を開けた状態) 



〔風速11"ヮフル〕 I 送風]]广 
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運転のしかた 


冷房僮温を下げる）運車ち 

〇 巧房1を巧ず 




♦「ピッ」と鳴り、運転を開始し、運転内容を 

温度の調整は 


f - y-N 

巧ぐ己 
を歷 

v 


調整範囲 
1らて:〜32て: 

(おすすめ設定温度25て〜28で） 




いろいろな機能の設定は 


し一 > P .25~32 


Q 


運転の停止は 停止 を巧ず 


♦「ピー」と鳴り、運転が止まりまず。 



「冷房 J 運転の 

ワンポイントアドバイス 


♦室内湿度「80%な下」、外気温「22で〜43で」でお使 

いください。 

室内湿度80%を超えた状態で運転すると、吹き出し 
口周囲や、上下風向板に露がつさ滴下する場合があり 
ます。 

また、外気温43でを超えた状態で運転を続けると、 
保護装置が働さ、運転が停止する場合があります。 

•巧障の原因となるため、冬季にを房運転は行わないで 
ください。 

♦室内に冷房能力!;(上の熱源（多くの人が居る-熱器具 
を使う）がありますと、設定温度に到達しないことが 
あります。 

♦配管が長いと、冷房能力がほ下します。 



風速►自動 


運転 


1 S 急運転 

(!) 


リモコン 

(扉を開けた状態） 



運転のしかた 































































































運転のしかた 


除湿 （湿度を下げる） 運串ち 



巧 運転の停止は序 止 1を巧ず 

参「ピー」と鳴り、運転が止まります。 


「除湿 J 運転の 
ワンポイントアドバイス 

♦室内湿度「80%!；(下」、外気温「22で〜43で」でお使 

いください。 

室内湿度80%を超えた状態で運転すると、吹さ出し 
口周囲や、上下風向板に露がつき滴下する場合があり 
ます。 

また、外気温43でを超えた状態で運転を続けると、 
保護装置が働さ、運転が停止ずる場合があります。 
♦室温設定より少しほい温度を目標温度（但し設定16で 
のときは16て:）として除湿運転を行います。 

室温が目標温度より下がったら運転停止、上がった 
ら運転再開します。 

♦風速は"微"と"静"が選べます。 

♦在室人数や部屋の条件によっては、設定室温に到達 
しないことがあります。 

♦除湿のとさはバワフル運転は行いません。バワフル 
は運転モードを切り換えても設定が引き継がれるた 
め、 QM が残ります。除湿運転中に应^を巧すと、 
室内機は受信し、リモコン画面上に西更面と表示さ 
れますが、除湿でバヮフル運転は行いません。 



リモコン ■ リモコン 

漏を開けた状態) 
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運転のしかた 


自動(おまかせ空調)運乾 


室温と外気温から自動設定した室温になるように、暖房、除湿、冷房を自動的に選択して 
運転しまず。 


〇 画到甲ず ^ 

♦「ピッ」と鳴り、運転を開始しまず。 






温度の微調整は 


へ 

室温 


調整範囲 
自動設定温度の 
— 3で〜+3で 




いろいろな機能の設定は 


〔今 P .25 〜32 


自動 


風速►自動 


室内機のランプ表示 



運転 


6 



0 


運転の停止は 停止 を巧ず 


♦「ピー」と鳴り、運転が止まりまず。 


「自動_1運転の 

ワンポイントアドバイス 



-室温により、運転の種類を自動的に選択します。 
室温 23で 21。こ 


「暖房 J 運乾 


設定温度約2 3 
でとして運転 
します。 


「除湿 J 運乾 


現在室温より少 
しほい温度を目 
標温度として運 
転します。 


じ令房 J 運乾 


設定温度約27 
でとして運転 
します。 


※運転の種類は、外気温によっても変わりまず。 


〔風速〕は"自動"と"微""静"が選べます。 f -» P .27 l 


〇〇 


夏時 


(jiTj 



显 巧房 


曲^ 


•皆忌 


リモコン 

(扉を開けた状態） 





風を I 


臣下風向〕 


送風 


画》イト J f 八) I テ柄] 


_ J I 、。'化，卜 


をを 



運転のしかた 








































































































運転のしかた 


送風運転 



「送風 J 運転の 

ワンポイントアドバイス 



♦風速自動は選べません。 



リモコン 

(扉を開けた状態) 
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いろいろな機能の使いかた 


パワフル運転機能 


パワフル運転に切り換える機能でず。 


※設定内容は記憶されまず。 


パワフル運転にずるときは 


運転中（暖房.冷房など）にパワフルを巧ず 


運転の種類 


暖房 


巧房 


送風 


このようなときに 


もう少し暖かさがほ 
しいとさ 


もう少し;令風感や涼 
しさがほしいとき 


もう少し風速がほし 
いとさ 


パワフル運転内容 


♦設定温度より約2で高めを目標に運転 
します。 

(リモコンの表示は変わりません。） 
♦強風設定時に設定温度に対して、室温 
が上がらないことが続いた場合には、 
室温を上げることを優先するため、風 
速を設定よりも上げることがあります。 
この場合、暖房能力が最大となる運転 
を行います。 


♦設定温度より約3でほめを目標に運転 
します。 

( I 」モコンの表示は変わりません。） 
♦強風設定時に設定温度に対して、室温 
が下がらないことが続いた場合には、 
室温を下げることを優先するため、風 
速を設定よりも上げることがあります。 
この場合、：令房能力が最大となる運転 
を行います。 


>風速を少し上げて運転します。 


元の運転に戻ずときは 


再度パのルを巧ず 


「パワフル」運転のワンポイントアドバイス 


• 「バワフル」運転を行うと、運転音が若干高くなる場合があります。 

♦暖房運転で「バワフル」運転を斤うと、運転後しばらくして一時的に暖房運転を 
中断することがあります。これは霜取り運転を実施しているためです。 

(室内機の「運転」ランプが点なしたり、暗くなったりを繰り返します。） 

このとさに室温が若干下がることがありますが、霜取り運転終了後に暖房運転 
( 「バワフル」運転）を再開します。 

• 「おやすみ」運転中[- » P .26 1 には「バワフル」運転機能は設定でさません。 
♦除湿のときはバワフ J レ運転は行し > ません。 

バワフルは運転亡ードを切り換えても設定が引さ継がれるためリモコン画面上に 





「暖房」運転のときの 
表示例 


リモコン 

(扉を開けた状態） 



r j ^ 

f N 

批\ 

暖房 
し J 

隐湿 





ち房 


q 

阳 9。-) 

み 

(入》巧 -j 

1 し， fe 消 J 


J リ它ツト_)赋恰わが《 


火。 


いろいろな機能の使いかた 


はが残りますが、除湿で I のつ) レ運転は行し^ません。 
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いろいろな機能の使いか; 


おやずみ運乾機能 ※設定時間は記憶されまず。 

おやずみに適した風速でのタイマー運転でず。 


おやずみ運転にずるときは 


区やすみ j を巧し、希望のタイマー時間を \ 
表示させる 


参[抓ずみ 1を巧すごとに切り換わります。 
(巧し続けると早送りになります。） 



♦運転中（暖房-:令房など）に [抓すみ j を押すと、押し 
たときから「おやすみ」運転となります。 

♦運転を停止中に扁品]を押すと、停止中のリモコン 
に表示されていた運転の「おやすみ」運転を始め 
ます。 


「おやすみ]運転の 

ワンポイントアドバイス 

♦風速は"静"に固定されます。 

♦おやすみ運転にしたとさに、リモコンの送信を室内機が 
受信しないと、タイマー時間がさてもエアコンは停止し 
ません。室内機の受信音と「タイマー」ランプでおやすみ 
運転になつたことを確認してください。 

参おやすみ運転中はランプを暗く調光します。 

♦おやすみ運転では約1時間後、上下風向板が自動的に上 
向さになります。 

♦おやすみ運転中に I 停止]を押すと、おやすみ運転を取消し、 
運転を停止します。 





這度 —1 時間 


暖房 


風速 ► 


静 


伽巧-午前 



「暖鼠運転を午後1 ] :38に2時間のおやずみ運転に 
したとさの表示例 


リモコン 





ノ 
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いろいろな機能の使いか’ 


ち I ほ W ツ映え燃目 B 


i 転中の風速を切り換える機能でず。 


※設定内容は記されまず。 


或速を切り換えるときは 


運転中に 1風速1 を巧ず 

参ボタンを押すごとに「ピツ」と鳴り、切 
り換わります。 

♦風速"自動"設定時は、標準設定として 
「ピピツ」と鳴ります。 

♦運転停止中に [風速） を押して、運転開 
始時の風速をあらかじめセツトするこ 
とがでさます。風速の表示は運転を開 
始しないと、約] 0巧後に消えます。 




?ぶ 


暖房 


風を►自動 




「暖房」運転のとをの表示例 




「風速切換 J のワンポイントアドバイス 

♦風速自動について 




「暖房」停止中のとさの 
表示例 


リモコン 

(扉を開けた状態） 


参暖房の風速"強"運転時、風が;令たく感じる場合や部屋が暖かくなった後に静か 
な運転を行いたい場合は、風速"自動"でお使いになることをおすすめします。 
參風速"微""静"運転時は能力が少し低下します。 

参暖房運転では、運転条件によって、風速が変化することがあります。 

参風速"強"設定時に設定温度と室温の差が大さい場合は、設定温度に近づくよう 
に風速を上げることがあります。 




ボタンを巧ずと 

暖房•冷房運転1 除湿運転 


ブ 

配か 巧 

♦ 




風を ► 爵 


ブ 

あま►自お 

♦ 



風を ► 強 

♦ 



風速> II 

♦ 



風ま ► 巧 

♦ 




風ま ► 静 


運転の種類 


提房 


晚显 


巧房 


〔自動1 


風速自動の内容 


♦吹さ出す風の温度によって自動的に風速が変わり、設定温度に 
なると、ごく弱い風になります。 


参 I 風を I を押すたびに"微""静"が選べます。 

風速自動は選べません。 

♦設定温度と現在室温の差が大さいとさは強風で、設定温度にな 
ると、弱い風になります。 


♦自動運転に見合った風速設定と 
なります。 

自動運転時は I 風速1 を押ずたび 
に"自動"と"微""静"が選べます。 

♦自動運転時は風速も"自動"に設 
定することをおすすめします。 
送風音が気になるとさは"微"ま 
たは"静"にしてください。 


ボタンを}甲ずと 


4風ま►自動 

み 

風速 ► 微 

♦ 

—風速 ► 静 



いろいろな機能の使いかた 


/- 

- 

I 

I 

S 

L 


0 
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いろいろな機能の使いか; 


上下風向設定機能 


※お手入れのときな外は、必ずリモコンで操作してくださし、。 
手で動かすと、が障の原因となります。 


運転中の上下風向が変えられる機能でず。お買い上げ時は、自動的にセットされた風向になっていまず。 
通常、上下風向板の操作は特に必要ありません。 


風向を変えるときは 


運転中に を下風向〕 を押す • I 上下 風向 を巧すごとに切り換わります。 


ボタンを巧すと 


上下風向の内容 


自動セット 
または前回の 
お好み位置 


♦:令房- P ま湿運転時にお部屋の温度-湿度が高い状態が続く 
と、露つきによる滴下を防ぐため、自動的に風向が変わる 
場合があります。 


スイング 


♦スイング運転中に運転を停止し、再び運転した場合もス 
イング運転が継続されます。 


暖房運転 

除湿/冷房/送風運転 

[- 


V r 


約50°^^/^ 

約10。^ 




しお巧み位置 
停止 


♦上下スイング中にお好みの位置になつたら、应 iU を押して止めてください。 
♦お好み位置にセットした状態で運転を停止し、再び運転するとお好み位置にセット 
されます。 

参運転の種類を切り換えると、運転の種類に応じた風向に自動的にセットされます。 



、「お好み」位置-「スイング運転」から「自動セツト」位置に戻ずときは1 


♦-旦運転を停止し、他の運転の種類に切り換えて運転し、停止します。目的の 
運転の種類に戻して運転開始すると、自動セツト位置になります。 

♦スイング運転をしている場合は、 ( Mi を押してスイング運転を止めてから一旦 
運転を停止し、他の運転の種類に切り換えて運転し、停止します。目的の運転 
の種類に戻して運転開始すると、自動セツト位置になります。 


r 上下風向設定 J のワンポイントアドバイス 


♦上下スイングを設定しても、次の場合はスイングしません。 


運転の種類 

上下スイングしないのは 


暖房 


♦予熱、霜取り運転中 
♦設定温度になったとき 


除湿 


参設定温度下になったとき 


冷房•除湿運転時、上下スイング運転または、上下風向板を 
下向きにしたままで長時間運転しないでください 

長時間このような運転をしますと、上下風向板に露がつさ、と 
きには露が落ちてま財などを濡らす原因になることがあります。 

♦上下風向板が自動的にセツトされた位置と異なる場合、"設定温度"に到達しないこと 
があります。 




リモコン 

(扉を開けたが態) 
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いろいろな機能の使いかた 


左ち風向の設を 


風向を変えるときは 


手で操作しまず 

参図のように、つまみを持って左ちに風向を調節します。 




必ず運転を停止しているのを確認してから行って 
<ださい 

けがやさ如章の原因になります。 




いろいろな機能の使いかた 
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いろいろな機能の使いかた 


タイマー予約運転機能胃胃 t 胃。 

設定時刻に運転を停止ずる「切タイマー J 、 設定時刻に運転を開始ずる「入タイマー J 、 および 
「入タイマー J と「切タイマー J の組合わせのいずれかが予約でさまず。 

タイマー予約のしかた 


「切タイマー J を予約ずる場合 


「入タイマー」を予約ずる場合 


♦「切タイマー」は、セちぺージの 
ツトした時刻に運転 

を停止ごせます。 ^ ^ 


♦「入タイマー」は、セちぺージの 

ツトした時刻に運転 A . A . 

を開始します。 け*巧 *0 


運転例 


r 切タイマー J 


午前 

6:00 


「入タイマ ー J 


午前 

6:00 7:30 


[ 


4、 


12:00 


午後 

6:00 


午前 

10:30 0:00 




12:00 


運転は手動- 

就寝時刻に「切タイマー」予約 

午後 

6:00 


い 


I 


心ィ 


•停止は手動 
•起ホ時刻に「乂タイマー」予約 


午前 

0:00 


] 


「入タイマー J +「切タイマー」 

午前 

6:00 


「切タイマー J +「入タイマ ー J 

午前 

6:00 


[ 


t 


12:00 


午後 

6:00 




午前 

10:30 0:00 


帰宅時刻に「入タイマー」予約- 

就寝時刻に「切タイマー」予約 


い 


10:30 12:00 


午後 

6:00 


午前 

0:00 




運乾は手動 


I 


] 


心ィ 


■停止は手動 

•帰ち時刻に「入タイマー」予約 
•おでかけ時刻に「切タイマー」予約 


「タイマー予約 J 運転のワンポイントアドバイス 

•タイマー予約したとさに リモコンの 送信を室内機が受信しないと、タイマー時間がさても、 エアコンは 動 
作しません。室内機の受信音と「タイマー」ランプでタイマー予約したことを確認してください。 
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「切タイマ ーJ ミ「乂タイマ ーJ 予約のしかた例午前0 3 〇に運転を停止させ 

^ 午後日： 30に運転を開始する 


ようにセツトする場合 


必ず現在時刻を確認してくださいけ P .161 


予約ずるとさは 


〇 


J モコン表 


间夕巧叫 を押し、切タイマーと時刻を 
表示させる 


をタイマ評 





午前0:00、 
または前回 
予約時刻点な 




へ 

時刻 


令進む 
令戻る 


を押し、時刻を設定ずる 毒夕を前■•口:;•口く f 

'si 


午前]0:30 
に運転を停止 
させる場合 




リモコンを室内機に向けて 


〔予約 I を押ず 


♦「ピツ」と鳴り、切タイマー表示が点灯 
に変わり、「タイマー」ランプ表示が点 
灯します。 

♦「切 タイマ-」 時刻を変更したい場合は、 
もう一度^に戻ってください。 




切タイトみマにし3 口 I 


な 


みタイマ-] を巧し、入タイマーと時刻を 
表示させる 





八 

時刻 

V 


令進む 

<- 戻る 


を巧し、時刻を設定ずる 


鷄に卿 




午後5:301こ 
運転を開始 
させる場合 




リモコンを室内機に向けて 


r 予約1 を押ず 

♦「ピツ」と鳴り、入タイマー表示が点灯 
に変わり、「タイマー」ランプ表示が点 
灯します。 

♦「入タイマー」時刻を変更したい場合は、 
もう一度0に戻ってください。 


懲ご管翻 


予約を取り消しずるときは 


の 


リモコンを室内機に向けて 


取消を押す 



タイ7-応急運転 


リモコン 

(扉を開けた状態） 



暖房 


除湿 


ぶ房 


風速11/りフル II 送風 J 


臣 " F 風向1 

fiUplHl] 

1。。ツト^^齡 iJ 含わだ ） 'D [ 


「ピピツ」と鳴り、タイマー表示が消灯し、 
「タイマー」ランプ表示が消灯します。 


U CH ?ット に：齡! J 含わだ ) 'D パ 

• -1 ニー^ 三ニニ: 

全て消灯 

oioi 



いろいろな機能の使いかた 
















































































































いろいろな機能の使いか; 


タイマー予約運転機能(続き) 


「おやずみ」運転と同じ運転の「入タイマー」運転が同時に設定できまず。 

運転例 (暖房運転を午後1 ] :38に「おやずみ2時間」運転、翌朝午前6:00に暖房「入タイマー」をセット) 


'職ずみ〕+「入タイマー」 


11 : 381:38 


eTfo 


9:00 


12:00 


就寝時におやすみ運転 （2 時間) 




起ホ時刻に「人タイマー」予約， 


停止は手動 


Jt 


1先に「入タイマー」を予約ずる 

_ ■- 


〇 


暖房運転の内容をリモコンに設定し、 


〔入タイト〕と 


へ 

時刻 

N / 


令進む 
令戻る 


を巧し、時刻を設定ずる 


リモコンを室内機に向けて 51] を巧ず 

♦「ピツ」と鳴り、 人タイ マー表示が点灯に変わり、「夕 
イマー」ランプ表示が点灯します。 


P こ f 

^■•し 


暖房 


風速►自動 



前6:日日に 
運転を開始 


「暖房」運転のとさの表示例 


回 


次におやずみを予約ずる 


を巧し、2時間タイマー 
をセツトずる 




参2時間後の午前 
1:38に運転を停止 
し、午前6:00に運 
転を開始します。 

参おやすみタイマー 
運転の時間は「乂夕 
イマー」時刻前まで 
の範囲で設定して 
ください。 
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温度 —1 時間 

_L -ffc 

暖房 


風速> 


静 


切5巧-み厂 T 


方巧-蹄 B ：[![! 


ぶ 1 


リモコン 



暖房 


除湿 


ち房 


r 自動1反止| 5掌 J 


阁 






リモコン 

(扉を開けた状態） 



暖房 


除湿1 


ぷ房 


風速11パワフル〕〔进 1) 



@ 〇 0 













































































































いろいろな機能の使いか’ 


応急運転機能 


リモコンが電池切れなどで使えないときには、応急運転ができまず。 



エアコンを運転ずると 


エアコンの停止中に応急運転スイツチを巧ず 

♦室温-外気温から、そのときに適した運転（自動運転）を行いまず。 


応急運転 


エアコンを停止ずると 


参エアコン運転中に、リモコンが破損などで使えないときには、応急運転 
スイツチを巧ずと、エアコンが停止しまず。 



強制冷房運転 


販売店で行う操作でず。 


♦室外機のテストスイッチを]秒な上巧すと、強制 
:令房運転になりまず。 

故障診断や室外機に;令媒を回収ずるときに使巧し 
てください。 

参テストスイッチでの作業が終了したら、必ずスイ 
ツチを]秒が上巧し続けて、強制;令房運転を止め 
て < ださい。 



参サービス八ルブのスピンドルを閉め 
たが態で5分]^0:運転しなし、 

故障の原因になりまず。 



いろいろな機能の使いかた 
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お手入れ 


お手入れ時のご注意 


A 警告 

♦室内機内部のミ先ミ争はお客様自身では行わない 



エアコンの洗ミ争には専門技術が必要なため、 

お買い上げの販売店に相談する 


さ如章や感電-火災の原因となります。 


A 


A ミま意 


♦お手入れの前には、リモコンで運転を停止して、専用ブレーカーを" OFF 彻）"にずる 
参本体に水をかけない 

感電の原因になります。 

♦不巧定な台に乗ってお手入れをしない 

転倒などによるケガの原因となります。 

♦お手入れ時には手袋を着用ずる 

手袋を着用しないと内部の部品に軸れて、けがをする原因となります。 


鼠 





るため使用しない 

参室内機•室外機ともに、 4 CrCJ ； Lh のお湯を使わない 

エアつイルターが縮んだり、プラスチツク部品が変形することがあります。 


フ□ントパネル-上下風向板 


巧れが気になったらお手入れして < ださい。 

運転を停止し、専用 ブレーカーを 
"OFF 彻）"にずる 


ミちれは桑らかい巧でから拭きしてくださし、 


♦つ□ントパネルの着脱は必ず両手で斤ってください。 |-» P .35 I 
♦上下風向板は必ず両手でゆっくり開けてください。 

♦化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書さに従つてください。 



フ□ントパネル 



r 

参フ□ントパネル.上下風向板は水洗いしない 

A 

、マ CTn , 故障の原因となります。 


参フ□ントパネル-上下風向板は柔らかい巧で拭く 


かたい布で拭くと傷つくことがありまず。 

A 
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お手入れ 


フ□ントパネルの開閉、取り外し•取り付けかた 


フ□ント八ネルの開けかた ■ フ□ント八ネルの閉じかた 


♦フ□ント/ ネルの左ち側面下部を必ず両手で 
持ち、"カチッ"と音がずるまで引き上げまず。 
/水平より下向きの位置でフ□ントパネ J レが止、 
まりまず。それが上引き上げると、フ□ント 
\パネルが破損ずるおそれがありまず。 ノ 


参つ□ントパネルを必ず両手で持って閉じたあ 
と、矢印部 （2 力所）を巧しまず。 




フ□ントパネルの取り外しかた 


〇 フ□ント八ネルを開けまず 


フ□ントパネルを室内機から外しまず 

でつ□ントノ \°ネルのち側を内側に押して 
フ□ントパネルをたねませてち側の 
アーム軸を外します。 


之!つ□ントパネルをち側にずらして左側 
のァーム軸を外します。 



フ□ントパネルの取り付けかた 


0フ□ントパネルを室内機に取り付けまず 

TI つ□ントパネルの左側のアーム軸を本体 
の巧に差し込みます。 


之!つ□ントノ \°ネルのち側を内側に押して 
つ□ントパネルをたねませてち側の 
アーム軸を本体の巧に差し込みます。 


フ□ント八ネルをしっかり閉じまず 






































































お手入れ 


エアフィルター 


約2週間に1回は、エアフイルターのお掃除を。電気代の節約になりまず。 


贈;1誦 

運転を停止し、専用ブレーカー 
を " OFF (切）"にずる 

0フ□ントパネルを開ける毎 



エアつイルター 



@エアフイ ルターを 取り外ず 

♦取っ手をつまんで手前に引さながら、上にあげてツメを外し 
ます。 

@掃除機などでホコリを取る 

♦ミちれがひどいとさは、中性洗剤で洗いよくすすざ、室内にて 
陰干しでよく乾かします。 




♦エアフィルターを強く巧したり、たねしやブ 
ラシは使わない 

お手入れにはスポンジ等を使い、強い力を加 
えないでください。 

破れることがあります。 

♦エアフィルターを直射日光に当てない 

直射日光に当てると劣化し、破れることがあ 
ります。 


Q エアフイルターを元どおり取り付ける 

♦エアフイ ルターは敬表示のあるちを手前にしてガイドの上に乗 
せて挿入した後、ツメを差し込んでください。 

(左ちで形状が異なります。） 

@フ□ントパネルを閉じる SEM ] 

@専巧 ブレーカーを "ON (入） 

にずる 



取っ手 




、ソメを差し込む 


A ミ主. 



♦エアフィルターの取り外し-取り付けの際、熱交換器のフィンで手などを切らないように十分ご注意ください 
♦エアフィルターを外したまま運転しないでください 

熱交換器のすき間や機械にホコ I 」が入り、熱交換器ににおいの成分が付着したり、さ如章の原因になります。 
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お手入れ 


長期間り力服上)ご使用にならないときは 


次の手順でお手入れしてくださし、。 


〇 を巧し、半日ほど運転し、 
室内機の内部を乾かず 

♦内部が濡れたまま長期間使わないと、カビが 
発生しやすくなります。 



4運転を停止し、専用 ブレーカーを 
W "OFF 彻）"にずる 

リモコンの乾電池を取り出ず 


リモコンの点検 



新しい乾電池と交換しても動作力《正常でない場合は、リモコンの点検をしてください。 

点検方法 


AM ラジオでの点検 


♦リモコンを操作したとき 雑音（ビービー音） が 
入れば正常です。 


九乂 ラ付き携帯電話での点検 


1 ) I 」モコンの送信部が映るようにセットしてくだ 
さい。 


2) リモコンを操作したとさ モニターに 送信部が 
発光 すれば正常です。 




ドジタルカ；< ラでの点検 


1 ) リモコンの送信部が映るようにセットしてくだ 
さし、。 

^リモコンを操作したとき モニターに 送信部が 
発光 すれば正甫です。 



37 




























































お手入れ 


定期点検 


半年〜1年に一度、定期的に次の点検を行ってください。 

もし、ご不審な点がありましたら、ずぐにお買い上げの販売店にご連絡ください。 



参アースが確実に行われていまずか？ 


据付台 


参据え付けがでま定になつていませんか？ 




アース（接地）が正しく接続されているか 
を確認ずる 

アース線が外れたり、途中で切れたりする 
と、誤動作や感電などの原因になります。 



据付台が極端に鐘びている、あるいは室 
外機が傾いたりしていないかを確認ずる 

室外機が倒れたり、落下したりして、けが 
などの原因になります。 



点検整備 

エアコンを数シーズン使いまずと、内部が巧れ、性能力《低下ずることがありまず。 


参通常のお手入れと別に、点検整備 ♦点検整備は、お買い上げの販売店にご相談 
をおずずめしまず。 < ださい。 



通常のお手入れと別に点検整備 
を行ラ 


室内機の内部にゴミやホコ I 」がた 
まって、除湿水の排水経路を詰ま 
らせ、室内機から水たれを発生さ 
せることがあります。 



点検整備は' お買い上げの販売店に依頼する 

点検整備には専門技術を必要とします。市販 
の洗ミ争剤などを使用しますと、樹脂部品の割 
れや排水経路の詰まりに至ることがあり、水 
たれや感電の原因にもなります。 



積雪のときは 

♦室外機の吸い込み□や吹き出し□が雪でふさがれますと、暖まりにくくなったりさ如章の原因 
になったりします。積雪地では防雪の処置をお願いします。 

詳しくは、お買い上げの販売店にご相談ください。 
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お手入れ 


据え付けにっし、て 



♦据付工事や電気工事は専門の技術が必要なため、販売店に依頼ずる 

費用など詳しいことは、お買い上げの販売店にご相談ください。 

♦据付場所については、販売店とよく相談してミ夫める 
♦アース（接地）を確実に行う 

感電防止のほか静電気の障害や雑音を防ぐ効果もあります。 


据付場所 


参室内機およびリモコンは、テレビやラジオ、ラジオのアンテナから] m な 
上離してください。1の]；^上あっても受信感度の弱い場合は、雑音が小さ 
くなるまで離してくださし、。 

♦海浜地区で潮風が直接当たる場所や温泉地帯など、周辺環境が特殊な場戸斤 
でご使用になる場合は、お買い上げの販売店とよく相談してください。 

♦調理場や機械工場など油の飛沫や';由煙の立ちこめる場所、工場など電圧変 
動の多い巧、電磁波を発ちする病院や作業場、粉末や塵埃の多い工場への 
設置は避けてください。 

♦室内機（吹さ出し口） 

は火災報知器から、 

1.5 m な上離して据 
え付けてください。 


/乾燥しを 
風通しの 
、よレ倾 


5cmK 上 


SOcmlil 上 


^う 

1 miyi > _ 

1mK 上 




♦室内機排水ホースからの除湿水、室外 
機排水 □ (下面）からの凝縮水が出るた 
め、水はけのよい場所を選ぶ 
♦可燃性ガスの漏れるおそれのある場所 
や、蒸気-油煙などの発をずる所で使 
わない 

引火や爆発-樹脂の劣化や破損のおそ 
れがあります。 

♦特殊な用途（例えば電子機器や精密機 
器の維持、食品-毛皮-美術骨董品の 
保を、を物の培養-栽培飼育など）に 
は使用しなし、 

ルームエアコンは日本工業規格 （ J に 
C 9612) に基づき、一般の家庭でご使 
用いただくたゆに製造ごれたものです。 


電源について 


アースについて 


♦電源は配電盤から エアコン 専田に引 
いた回路をお使いください。 


騒音にもご配慮を 

♦据え付けにあたっては、 エアコンの 
重量に十分耐える場戸斤で、騒音や振 
動が増大しないような場巧をお選び 
ください。 

♦室外機の吹さ出し口からの;令-温風 
や騒音が、隣家の迷惑にならないよ 
うな場巧をお選びください。 

♦室外機の吹さ出し口せ近に物を置さ 
ますと、機能低下や騒音増大のもと 
になりますので、障害物は置かない 
で < ださし、。 

♦エアコンを 使田中に異常な音にお気 
づさの場合は、お買い上げの販売店 
にご相談ください。 



♦万一漏電したときの感電防止のために、アース（接地）を確実に行う 

アースエ事は「電気設備に関ずる技術基準」に従って行ってください。 
アース（接地）を行うと、感電防止のほかに製品に觸れたときに感じる 
静電気の障害や、リモコン操作時にテレビ、ラジオに入る雑音を防ぐ 
効果もあります。詳しくはお買い上げの販売店にご相談ください。 

♦次のような場所にアース線を接続しなし、 

① ガス管…爆発のおそれがあります。 

② 水道管…塩ビ管ではアースの役目を果たさずまた、金属管では電轴 

のおそれがあります。 

⑤電話線のアースや避雷針…落雷のとき大きな電流が流れを険です。 



♦漏電遮断器を設置ずる 

据付場所によっては、 D 種接地工事のほか、さらに漏電遮断器を設置 
することが法律で義務づけられています。 

詳しくはお買い上げの販売店にご相談ください。 



お手入れ 
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故障かな？と思われたとき I ; 


※修理を依頼される前に、次の点をもう一度お調べください。 


フンプ点滅について 


ランプ点滅表示は、次のような内容のお知らせでず。 



点なな減光 

口秒就）。秒滅光) 



参「暖房」運転時の「予熱」、 
または室外機「霜取り」 
運転中でず。 

(故障ではありません。） 


^ (- » P .17、 20 I 


wm 

- ' 

2回点滅な 


2秒消な 


、い，，// 

ニタイマ-二 


点滅 



♦強制;令房運転中でず。 
(販売店で行う操作です。） 


参室内機または室外機に異常が 
発生しています。 


^ [- » P .33] 


L お買い上げの販売店にご連絡 
P くださぃ。 

アフターサービスについては 

只 P .45] 


運転を停止したのにランプが点灯している 



点灯 

な 

減光 



点な 


タィマ- 



参けートフレッシュ除霜」運転を行つていまず。 再 P .1 7、20 1 


参「乂タイマー」予約中になっていまず。 [^ P .1 7、301 
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故障かな？と思われたときは 


※修理を依頼される前に、次の点をもう一度お調べください: 


胃につし、て 

エアコンの運転中には、さまざまな音がしまず。 

次のような音は、エアコンカ《正常に運転しているときに発生ずる音でず C 


運転内容 


発ちずる 


電源投入時 


カタカタ 電磁弁の動作音 


運転開始時など 


パサバサ 室内機つアンの回転数が変わる音 


運転中 


シュルシュル-シヤー-ボつボつ-プシュ ；令媒がパイプの中を流れる音、流れを切り換える弁の音 
キシキシ 温度変化で室内機が膨張-収縮する音 
運転音の大きさが変わる 室温の変化に応じて、運転パワーが変わる音 


I "つ〕ル j が設定されてし\ると、室内機の運転音が大さくなることがあります。 
気になる場合は、拉ワスレ〕を醉除してください。 [^ p .25 1 


テの他 


ポコポコ 


換気扇などにより排水ホース内の空気が弓 I つぱられ、露受皿の除湿水を 
吹き上げる音です。対応部品（別売）を用意してありますので、お買い 
上げの販売店にご相談ください。 


J 1 申及につし、て 


こんなとさは 


ここを確認してください 


M 亭電やヒューズ、ブレーカーが切れていませんか。 


運転しなし、 


♦リモコン乾電ミ也の消耗や®©が逆になっていませんか。 


♦運転ランプが点灯し、上下風向板が閉じていませんか。〔•今 P .4〕 


>「室温」の設定は適正になっていますか。 


>室内機や室外機の吹き出し□、吸い込み□が障害物でふさがれていませんか。 


よく;令えない 
よく暖まらない 


参風速力 《 「微」や「静」になっていませんか。 l -» P .27 


化下風向祝ま運転内容に合った位置になっていますか。今 P .28 


>エアつイルターにホコ I 」が溜まっていませんか。 [^ P .36] 


>真夏•真冬など2室同時に運転すると;令える、暖まるまでに時間がかかる場合 
があります。 ] 室をある程度運転してから他の部屋を運転してください。 


お部屋の室溫がリモコンの 
設定温度にならない 


♦在室人数や室内、室外の条件によっては、実際の室温がリモコンの設定温度 
にならなし\場合があります。 



故障かな？と思われたとさは 
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I こ35レ、 について 


こんなときは ■ においの元は 


► 参エアコン自体に、においを発生させる物質は使用していません。 
室内機が室内の空気に含まれている食品や化粧品、タバコなど 
いろいろな I こおいを吸い込み、これを吹き出すためです。 


Uf コンにつし、て 


こんなときは I ここを確認してくださし、 


送信しない 


♦ U モコンの乾電ミ也の消耗や、@©が逆になってし^ませんか。 

► 1 -» P .14 ] 

♦ 1」モコンの点検方法に従って、送信でさるかを確認してく 
ださい。 f -> P .37 J 


室巧機から霧が出る 


こんなとさは 


ここを確認してくださし、 


霧が出る 


► 参室内の空気が、 エアコンの; 令気で急速にをやされ霧になる 
場合があります。 


停止中の室内機が暖かい、水の流れるよう锦がずる 


こんなとさは 


ここを確認してくださし、 


停止中の室内機が暖かい 


停止中の室内機から水の流れる 
ような音がずる 




参停止中の室内機にも少しですが、：令媒を流しているため 
です。 


運転を r 停山しても室外機のフアンが回っている 


こんなときは ■ ここを確認してください 


運転を「停止 J してち、室外機のファン ^ ♦運転を「停止」にしても、室外機のつァンは電気部品をを 
力《回っている r やすために] 〇〜60秒間回り続けます。 
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こんなとさは、ずぐ販売店へ 

40〜43ページにしたがって調べていたださ、それでも具合の悪いとさや下のような現象が出たとさは、 
専用ブレーカーを" OFF (切）"にして、ずぐにお買い上げの販売店にご連絡ください。 

アフターサービスについては〔•今 P .45〕 をご責ください。 


こんなとさは 

♦ブレーカーやヒューズがたびたび切れる。 
♦スイッチの動作がホ確実。 

参誤ってエアコン内部に異物や水を入れてしまった。 
参コードの過熱やコードの被覆に破れがある。 

参室内機表示部の「タイマー」ランプが点滅している C 


く 



f 





〇 


保言正とアフターサービス 


室外機から水が出る、湯気が立つ 


こんなとさは 


湯気が立つ 


ここを確認してください 


♦室外機の霜取り運転で'落けた水が蒸発するためです。 


水が出る 


参暖房時には、室外機より凝縮水や霜取り時の水が流れ出まず。 
寒を地ではこれらの水が氷結してしまうこともありますので、 
室外機に設けてある排水□をふさがないでください。 

♦公団吊り等をする場合は、排水□にブッシュとドレンパイ 
プを取り付けて排水処理をしてください。 

♦:令房時にも配管等に結露した凝縮水が流れ出ることがあり 
ます。 



保証とアフタ—サ—ビス 
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保 gE とアフターサービス 


長期使用製品きを表示制聞こき: K 本化表示について 


本体への表示内容 


※経年劣化によりを害の発ちが高まるおそれがあることを注意喚起するために電気用品安全法で義務付けられたな下 
の表示を室内機の銘板に行っています。 


【製造年】唐内機の銘板の中に西暦4巧で表示してありまず) 



X 【設計上の標準使用期間】10年 

設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は、経年劣化による発火-けが等 
の事故に至るおそれがあります。 


設計上の標準使用期間とは 


※運転時間や温湿度など、ち記の標準的な使用条 
件に基づ<経年劣化に対して、製造した年から 
ま全上支障なく使用することがでさる標準的な 
期間です。 

※設計上の標準使巧期間は、無償保証期間とは臭 
なります。また、一般的な故障を保証するもの 
でもありません。 


■標準使用条件 


JIS C 9921 -3 r ルームエアコンデイシヨナの設計上の標準使用期間を 
設定ずるための標準使田を件」による 


環境条件 

電源電圧 

製品の定格電圧による 

同波数 

己 0/60 HZ 

を房室内温度 

27で(乾球温度） 

冷房室内湿度 

斗マ％ (湿球温度19に） 

冷房室外温度 

3己で（乾球温度） 

冷房室外湿度 

斗0% (湿球温度2斗で） 

暖房室内;届度 

20で(乾球温度） 

暖房室内湿度 

己弓％ (湿球温度1日に） 

暖房室外温度 

マに惟球温度） 

暖房室外;显度 

87% (湿球温度6に） 

設置条件 

製品の据付説明書による標準設置 

負荷ま件 

住宅 

木造平屋，南向き和室，居間 

部屋のにさ 

製品能力に見合つたにごの部屋(畳数） 

想定時間 

1年間の使用日数 

東京モデル 

冷房6月2曰から9月21曰までの]12日間 
暖房] 0ち28曰から斗月]斗曰までの] 6弓日間 

1曰の使巧時間 

冷房9時間/曰 
暖房7時間/曰 

1年間の使用時間 

冷房： ] ,008時間/年 
暖房：]|183時間/年 


♦設置状況や環境、使田頻度が上記の条件と異なる場合、または、本ホの 
使巧目的な外でご使用された場合は、設計上の標準使届期間より短い期間 
で経年劣化による発火-けが等の事故にちるおそれがあります。 


曰立家電品の長期使用についてのご相談は曰立長期使用家電品相談窓□へ 


曰立長期使用家電品相談窓口 

TEL 0120 -145-458 

(受付時間）9:00〜17: 30 (月〜金） 

王、曰、祝曰および年末年始は休ませていただきます。 

携帯電話、 PHS からもご利用できます。 

♦お客様が弊社にお電話いただいた場合には、正確にご回答するたゆに、通話内容を記録（録音など）させていただく 
ことがあります。 

♦ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグループ会社に個人情報を提供し対応させていただくことがあります。 
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診断、部品交換、調整、修理完了時の点検など 
の作業にかかる費用です。 

技術をの人件費、技術教育費、測定機器など 
設備費、一般管理費などがさまれます。 


商品のある場所へ技術をを派遣ずる場合の費用 
でず。別途、駐車料金をいただく場合があります。 


♦40 〜43ページにしたがって調べていたださ、なお異常があ 
るとさは、専田ブレーカーを" OFF 彻）"にしてから、お買 
し、上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡していたださたい内容 

アフターサービスをお申しつけいただくときは、下のことを 
おそ日らせください。 


♦保証期間中は 

修理に際しましては保証書（別添）をご提示ください。 
保証書の規定に従って、販売店が修理させていただ 
さます。 

♦保証期間が過ぎているとさは 
修理すれば使田でさる場合には、ご希望により修理 t 
せていたださます。 

•修理料金のしくみ 

修理料金=技術料+部品代+出張料 

などで構成されています。 


故障状況 でさるだけ具体的に 

ご住所 付近の目印等も併せてお知らせください。 

お名前 

電話番号 （ ） 

訪問希望曰 


品 


名 


曰立 ルーム エアコン 



RAM-A22A 涨 RAM-A36A 涨 
RAM-A25A 涨 RAM-A40A 涨 
RAM-A28AS® RAM-A50A 涨 



〔風速]つつル j 面 J 


( IW ] 


形名表示 


g 、| のけ 予巧 

1國)攝 

リモコン形名 
帰内側） 

RAR-4G5 




お買い上げ日 


年 


月 


曰 


晋修理に使巧した部品代金でず。その他修理こ 
付帯する音附などを含む場合もありまず。 


X 形名は保証書にも記載されています。 
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保証と アフターサービス 


保証とアフターサービス (必ずお読みください) 


■保証書（添付) 


♦保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入 
をお確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、内 
容をよくお読みのあと、大切に保管してください。 
♦保証期間はお買い上げの曰から1年間です。 

(ただし、冷まサイクル部分は5年間です。） 

なお、保証期間中でも有料になることがありますので保 
証書をよくお読みください。 


■再据付工事のお申し込みは 


•販売店に再据付工事（転居または別の部屋への接撤 
を依頼する場合は、据せ工事の繁忙期に当たる夏期は 
工事が遅れぎみになりますので、できるだけ遐けるよう 
お願いいたします。また、据せ工事は専門の技術が必要 
です。費用など詳しいことは、お買い上げの販売店にご 
相談ください。 


■補修用性能部品の保有期間 


♦エアコンの補修田性能部品の保有期間は、製造巧ち切り 
後10年です。補修田性能部品とは、その製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 


■転居されるときは 


♦ご転居により、お買い上げの販売店のアフターサービス 
を受けられなくなる場合は、前もって販売店にご相談く 
ださい。ご転居先での曰立の家電品取扱店を紹介させ 
ていただをまず。 


■ご不明な点や修理に関ずるご相談は 


♦修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い上げ 
の販売店または「お客様ご相談窓口」（エコーセンター • 
お客様相談センター ）I -» P .46 I にお問い合わせくだ 
さい。 


■修理を依頼されるときは（出張修理) 


技術料 


出張料 



保証とアフタ—サ—ビス 






































































保言正とアフターサービス 


お客様ご欄窓口 


曰立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓□にご相談ください。 


エコー センター 

修理などァフターサービスに関するご相談は 
エコーセンターへ 

TEL 0120 -3121-68 
FAX 01 20-31 21 -87 

(受付時間）9:00〜19:00 (365日） 
携帯電話、 PHS からもご利用でさます。 


お客様相談センター 

商品情報やお取り扱いについてのご相談は 
お客様相談センターへ 

TEL 0120 -3121-11 
FAX 0120 -31 21 -34 

(受付時間） 9:00-17:30 (月〜±)、 

9:00〜] 7:00( 曰•祝日） 

年末年始は休ませていたださます。 

携帯電話、 PHS からもご利用できます。 


♦「持込修理」および「部品購入」については、上記サービス窓□にて各地区のサービスセンターをご紹介させていただ 
さます。 

♦お客様が解社にお電話いただいた場合には、正確にご回答するために、通話内容を記録（録音など）させていただくこ 
とがあります。 

♦ご相談、ご依頼いただいた内容じよっては弊社のグループ会社に個人情報を提供し対応させていただくことがあります。 
参修理をご依頼いただいたお客様へ、アつ夕ーサービス I こ関するアンケートハガキを送付させていただくことがあります。 


仕様 


形名 

RAM-A22AS 

RAM-A25AS 

RAM-A28AS 

RAM-A36AS 

RAM-A40AS 

RAM-A50AS 

電源（ V ) 

単相 200 

定格周波数 ( Hz ) 

50/60 

能カクラス （ kW ) 

2.2 

2.5 

2.8 

3.6 

4.0 

5.0 

運転音 ( dB ) 

:令房 

45 

46 

47 

47 

47 

47 

暖房 

45 

47 

47 

47 

47 

47 

製品質量 （ k 有） 

8 

外形寸法 （ mm ) (高さ X 幅 X 奥行） 

280 x 780 x 210 


♦; 令暖房能力については、室外機の取扱説明書をご参照ください。 
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保 rE とアフターサービス 


別売部品 


部品名 

形 名 

倫 考 

希望小売価格 

かんたん' 巧 コン 庐 

SP-RC2 

♦ふだんよく使うボタンだけを集めたシンプル 
で使いやすい IJ 亡コンです。 

4,200円國 

誌某ォ っっィルタ- 

SP-VCF11W 

♦巧回用（フイルター枠同捆） 

♦1 セットで約10年ご使用になれます。 

に枚で1セット） 

2,415円巧司 

ァレルォつつィルタ- 

SP-VCF1 1 

♦2 回目な降用（フイルターのみ） 

♦1 セットで約10年ご使届になれます。 

に枚で1セット） 

2.100円厕 


•価格は 2cn 0年]日月現在の消費税率を基に総額表示を行っていまず。 

•商品によっては品切れ、仕様変更の場台がございまずので、販売店にお問い合わせください。 

別売りの性清フイルタ-1 ( アレルオフフイルタ-)を取りがける 


レルオフフイルターの取り付けかた 



アレルオフフイルターを取り外し、水洗いしてください 

•ミちれが落ちにくい場合は、40でな下のめるま湯で洗ってくだ立い。水洗い後は、陰干しでよく乾かしてくだ立い。 
•アレルオつつイルターは10年を経過すると効果がな<なりますので、交換してくだ立い。 


保証とアフタ—サ—ビス 
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長年ご使巧のェ アコ ンの点検を！ ♦ルームェアコ ンの補修用 I 性能部品の保有期間は、製造打ち切り後 10 年です。 


参こげ臭いにおいがする。 

♦専巧 ブレーカーが 頻繁に落ちる。 
♦架台や吊り下げ等の取付部品が腐食 
していたり、取付がゆるんでいる。 
♦室巧機から水漏れがする。 


♦運転音が異常に高くなる。 
•その他の異常や故障がある。 


口 


圓、、 

このような症状のとさは、故障 


や事故防止のため、専用ブレー 

用 

力一を " OFF (切）"にして必ず 

中 

止 

販売店に点検-修理をご相談く 

ださい。 


廃棄時にご注意願いまず 


■ 2001 年4月施行の家電リサイクル法では、お客様がご使用済みのエアコンを廃 
棄される場合は、収集-運搬料金と再商品化等料金をお支払いいただき、対象品 
を販売店や市町村に適正に引き渡ずこと力《求められていまず。 


■購入年ち曰•購入店名を記 
入しておいて < ださし、。 
サービスを 依頼されるとき 
に便利でず。 


#日立アプライアンス株式会社 

干105-8410東京都港区西新橋 2-15- 12 



お客様 X モ 


ご購入 年月曰 

年月日' 

贈 入 店 


電話番号 

( ) 

J 


愛盾点検 


このよぅな症がは 

ありませんか？ 


RAM - A 22 AS RAM - A 36 AS 
RAM - A 25 AS 民 AM - A 40 AS ® 
RAM - A 28 AS 民 AM - A 己 0 AS 



























HITACHI 

白立ルームエアコン据付説明書 


♦据付工事前にお読みになり正し < 据え付けてください。 

♦お客さまに操作ち法を取扱説明書でよく説明してください。 


室内機 

RAM - A 22 AS お • RAM - A 25 AS 形 
RAM - A 28 AS お • RAM - A 36 AS お 
RAM - A 40 AS 形 • RAM - A 50 AS 形 




家庭用エアコンには最大で CO2 (温暖化ガス）3,600 kg に相当 
ずるつ□ン類が封入とれています。地球温暖化防止のため、 
移設•修理 • 廃棄等にあたってはつ□ンの回収が必要です。 


担イホ售ま口 •接続お数が3芯になりました。 

»1 VIb ¥ Isi . 据付板が改良され、壁巧位置化しが容易になりました。 

• 室内機端子台が前面になりました。 

据付工事に必要な工具 (® 印は R410A 専巧工具） 

• ©©ドライバー •卷さ尺 •ナイつ •ペンチ 
•パイプカッター •六角棒スパナ(呼 4) • P カッター 
•ホールコアド I 」ル ( c /)65 〜 80 mm ) •真空ポンプ 

♦スパナまたは、モンキーレンチ ♦ トルクレンチ 
@ポンプアダプタ @フレアリング、ソール @ガス漏れ検知器 

@ マニ ホールドバルブ @チヤージホース ♦ポ I 」シン 


必ずお守りください。 


安全上のごを意 

お使いになる人や他の人へのを害、財産への損害を未然に防止ずるため、必ずお守りいただくことを、次のように説日月していまず。 


■表示内容を無視して誤った据え付けちをしてしがときにまじ 
るを害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明していまず。 


A 警告 

この表示の欄は、巧 Et または重傷 
を負うおそれがある J 内容です。 

A を思 

この表示の欄は、「軽傷を負うおそ 
■-れまたは物的損害を生じるおそれが 
ある J 内容です。 


■義规難 区分し、説 


图 


このような給表示は、してはいけない「禁止」 
内容です。 


このような給表示は、必ず実行していただく 
「強制」内容でず。 


• 据付工事完了後、試運転を巧い異常がないことを確認するとと村こ、取扱説明書にそってお客様に使用ち法、お手入れの仕ち 
を説明してください。また、このお付説明書は、取扱説明書とともにお客様が保存頂くように依頼してください。 


[ A 警告 


N 

• 据付工事は、お買い上げの販売店または、専門業者に依頼イ 
ずる 扇 

ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電•火 m 

災などの原剧こなります。 > 

) 

• 据付工事は、この据付説明書に従って確実に巧ラ M 

据え付けに不備があると、水漏れや感電•火災などの原因に ■ 
なります。 ， 

» 

• 据え付けは、重量に十分耐える巧で確実に巧ラ M 

強度ず足や取リ付けがホ完全な場合は、室内^1^機の落下に ■ 
より、けがの原因になります。， 

» 

•電気工事は、電気工事±の資格のあるちが「電気設備に関ずる 
技術基準 J 「 内線規程 J および据付説明書に従って施工し、 M 

必ず専用回路を使用する m 

電気回路容量不足や施工不備があると、感電や火災の原因 1 

になります。 

) 

• 接続ケーブルの配織ま、途中接続やより線の使用はせず直径^ 
2 mm の単線を使用して確実に接続ずる M 

端子接続部にケーブルの外力が伝わらないよラに確実に固定ずる U 

接続や固定が不安定な場合は、故障や発熱 • 火災の原因にな 1 
ります。 

) 

• 設置工事部品は、必ず付属部品及び指定の部品（別売部品等）^ 
を使用する ■ 

当社指定部品を使用しないと、室内外機の落下•水漏れ- 1 

感電•火災および運転音や振動が大きくなる原因になります。 

» 

• エアコンの設置や移設の場合、:令凍サイクル内に指定;令媒 
( R 410 A ) な外の空気などを混入させない 

空気などが混入すると、冷凍サイクル内が異常高圧になり、 

破裂やけがなどの原因になります。 

0 

• 配管•フレアナットは、必ず R 410 A 指定のものを使用する M 

破裂やけがなどの原因になります。 1 

» 

• フレアナットはトルクレンチを使用し、指定のトルクで締め イ 

付ける 扇 

つレアナットを締故付け過ざると、長期経過樓フレアナット ■ 
が割れて冷媒漏れの原因になります。 < 

» 

• 作業中に;令媒ガスが漏れた場合は、換気を巧ラ M 

冷媒ガスが火気に触れると、有毒ガスが発生する原因に ■ 

なります。 ， 



A 警告 


A 

• 設置工事終了後、冷媒ガスカ《漏れていないことを確認する < 

:令媒ガスが室内に漏れ、 フアン ヒータース 1 -- ブ コン □などの 

火気に軸れると、有毒ガスが発生する原因になります。 1 

> 

• アース（接地）を確実に巧ラ ^ 

アース線は、ガス管 • 水道管 • 避雷針 • 電話のアース線に m 

接続しない E 

アース(接地)がす確実な塌合は、故障や漏電のとさ感電の原因になります。> 


• 据付作業では、圧縮機を運乾ずる前に、確実に冷媒配管を 
取り付ける ^ 

冷媒配管が取り付けられておらず、サービスバルブ開放状 ■ 
態で圧縮機を運転ずると、空気などを吸引し、冷凍サイク m 
ル内が異常高圧となり、破裂•けがなどの原因になります。 

> 

• :令媒回収（ポンプダウン）イ乍業では、冷媒配管を外す前に ^ 
圧縮機を停止する M 

圧縮機を運転したまま、サービスバルブ開放状態で冷媒配 ■. 
管を外すと空気などを吸引し、冷凍サイクル内が異常高圧 X 
となり、破裂•けがなどの原因になります。 

> 

• 接続配線は、端子カバーカ《浮き上がらないように整形し、 ' 

カバーを確実に取り付ける m 

カバ'一の取り付けが不完全な塌台は、端子接続部の感電や 1 

発熱•火災の原因になります。 > 

V 

> 


/ K 注意 



• 設置場所によっては漏電遮断器を取り付ける M 

漏電遮断器が取り付けられてしぶいと、感電の原因に ■ 

なります。 ， 

> 

• 可燃性ガスの漏れるおそれのある場所へは設置しない 

万ーガスが漏れて室内列^機の周囲にたまると、 

発火の原因になります。 

0 

• 排水工事は、据付説明書に従って、確実に排水ずるよラ < 

配管飾う 星 

不確実な塌合は、屋内に浸水し家財などを濡らす原因に W 

なりまず。 > 

>J 





















































50 mml ； i .± (できるだけにくあけてください。 
室内機の背面で配管接続ずる場合は 90 mm り•上) 



右図のぐク印寸法は 
エアコンの運転を保 
証するために必要な 
寸法です。後々のサ 
ービス.補修等を考 
慮してできるだけ周 
囲の空間が大さくと 
れる場所に設置して 
ください。_ イ 


配管引出し方向 



接続部 


配管は後直引さ、左および右下引さ、 
左および右横引さ、横引さ背面出し 
の6ち向に巧能です。 


d ^- 


室外機 


♦室内機と室外機の「高低差」および「配管長さ」は、 

室外機に同捆されている据イ寸説明書に従ってください。 
参室外機についての説明は、室外機に同栖されている 
据付説明書をごらんください。 


[ j 己管カバー(市販品） 


冷凍機油は水分に弱いため、サイクル巧に水が 
入らないようにしてください。 

配管は必ず細径側、太径側ともに断熱したも 
のを使用し、表面にテープをきいてください。 
テープを巻かないと、断熱材が早く劣化して 
しまいます。 

断熱付ドレンホースの接続 

«ミ 16 mm 横引左で室内を通す部分は断熱付 
ドレンホース(ホ販品)を使います。 



X 

-る 

れを 

巧 

い 。 ) 


室内機据付図 


すさ間がないよう確実にシー 
レしてください。_ ) 


黄引きなどき巧を通す配管は、 

保;令巧断熱材をかぶせてください。 
f 保冷用断熱材が不足するときは サービスバー ツ品、 
\ RAS - U 22 W 006( 別売）を使用してください。ノ 


fm 

付属部品 

員数'] 

① 

据付板 

1 

*1 則 11111 了: |: ii:ini 




② 

据付板固定ねじ 

5 

③ 

乾電池（単4^ 

2 


1」ロン P 


1 

⑤ 

リモコン HrJ 

取が具 1. 


1 

⑥ 

リモコン 取付具固定ねじ 

2 

⑦ 

保冷用断熱材 

1 

ノ 


の目酿誦けてください。） 


【么警告 

\ 

♦本体を十分ごさえられ、振動が出ない、強度のあるところ1こ据え付ける 

J 

A 注意 

♦近くに熱の発を力《なく、吹出口付近をふさ力《ないところ 
♦本体の上•下•左’ちに下図のぐ今印の間隔をあけられるところ 
♦ドレン排水力《容易にでき、室外機と酉増接続力巧きるところ 
♦可燃性ガスの漏れるおそれのある場所や、蒸気•油煙などの発生しないところ 
引火や爆発 • 樹脂の劣化や破損のおそれがありまず。 

♦室内機およびリモコンはテレビやラジオから1 nU 义上離ず 
画像の乱れや雑音が入ることがありまず。 

♦高周波機器、高出力の無線機器などからはできるだけ離ず 
エア コンが誤動作する場合がありまず。 

♦電子点なおの照明器具がある場合は、受信距離力《短くなること力《あり、場合によっては信号を 
受け付けないこと力《ありまず 

J 


室内槪吹出□庭火災警報器から、 1.5 m 从上離して据え付けてください。 
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室内機の据え付け 


据付板の取り付け-壁巧あけ-保護パイプの取り付け 


曲を 思 


♦本室内機はドレンホースを左もどちらにも取り付けられる構造となっています。室内機を据え付ける脚ま、必ず 
水平または、ドレンホースを取り付ける側を若干下に傾けて据付板を固定する 

ドレンホースを取り付ける側を上方に傾けて据え付けた場合、水漏れとなる恐れがありますのでご';主意ください。 


壁に直付する場合 


♦壁巧の構造体（間柱など）をさがして、据付板を固定します。 

♦間柱などをさが挪び 1難用*ボ-ドに直付けする if 创ま、ボ-ドアンカ-刷陆。)等をご使用ください。 
その if 合、アンカ-はカサまのもので石實ボ-ドの厚みに合ったものをご使用ください。 

I 公団則-闲巧を側する齢は,アンカ-ボルトの動らの出張时挪 15 mm 帅こなるようにカットして <だ甜。 



100 mm な上 


100 mmJiLh 



ボードアン カーの 止め巧 
@り© 


参据付板を壁に当てたまま、ボード 
アンカーを壁に埋め込みます。 

参据付板を下側にずらしてから、ボード 
_アンカ^で据付板を固定します。 y 


ねじ止めは、できるだけ室内機をひっかける上下の化の付近で 
巧ってくだごい。また、4本な上のねじで固定してください。 


回り縁と鴨居に据え付ける場合 

♦回り縁と鴨居間の寸法 H に合わせ、据付板とたてさん 
上下を仮組みしまず。 

♦回り縁と鴨居対拥して、たてさん上下を仮止めします。 
参水平を巧認してから固定しまず。 


(下図のねじはたてさんに同捆していまず。） 



之^く く < <ぐ 


据付板の刻 EP " たてさ 
ん日位置"をたてさん 
上の目盛" 0" に合わせ 
ると、室内機と鴨居の 
すを間が小さくされい 
に仕上がりまず。 



据付板上の刻印 
"たてさん0位置" 


壁巧あけおよび保護パイプの取り付け 



接続ヶースレが壁の中のメタルラスに接軸したり、壁が中空の場 
合、ねずみにかじられたりして感電ゃ义おの原因となりまず。 

•ェアコン据付用パテで完全にシールする 
壁巧や室外の高湿空気が室内に浸入し露たれの原因になります。 
また壁巧や室外の臭いが室巧に浸入する原因となります。 


♦か 65 mm の巧を外側に 
下がりざみにあけます。 

♦保護パイプを壁の厚さ 
に合わせ切断し壁巧に 
通します。 

参雨水や外気の浸入等がない 
よう エア〕 ン据付用バテで な霊 
完全に シールして 配管 "イブ 
ブッシュを付けます。 



2> 室内機の据え付け 


(51 据え付けの準備 


フ□ントパネルの取り外し) 

•フ□ンいなルを取り外します。 

嫩扱説明書 P .35 を参照してください。） 
•フ□ントバネルの着脱は、必ず両手で 
行ってください。 


(下カバーの取り外し； 

♦下カバーは下側ののを巧して 
取り外します。 

♦取り付けは回を先に取り付け、 
回を支点として回転古せて 
田を取り付けまず。 




参ドレンホースとドレン 
キャップは確実に挿入 
し、固定ねじで固定ずる 

挿入が悪いと水漏れの恐 
^れがあります。_ J 


下カバーブッシュ部の切断 


ドレンホースの付け替え（横引きの場合） 


横引き、下引きの場合)) 

♦ちまたは左、あるいは下引を配管時は下力 
バーのブッシュ部を P カツター等で切り取り、や 
ずりで体裁よく仕上げてください。 


♦付け替えは下カバーを外して行います。 

•横引さ配管時はドレンホースとドレンキャップを下図のように付け替えてください。 

♦ドレンホースの横引さ配管は行わないでください。ドレン詰まりをおこし、水垂れとなりまず。 
がレンホースまパツキンがめくれないように挿入してください。 




①ドレンキャップ 
はペンチを使つ 
て回しながら抜 
さます。 


ブッシュ部 


ブッシュ音 P 


J ドレンホースは 
固定ねじを外し 
て抜きまず。 


ドレン ホース 固定ねじI 


J ドレンキャップを: 
突き当たるところ 
まで確実に 
挿入してくだごい。 



②ドレンホースは、固定 
ねじの巧をあわせて 
突き当たるところまで 
確実に巧し込み、田で 
外した固定ねじで 
固定してくだごい。 



ドレンホース固定ねじ 
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仰刷記号: AS -6®〉 




































































































































































































































室内機の据え付け(っづき) 


こ配管の準備） 

(裏面の配管の切断とフレア加工および 
酉己管の接続を参照） 


直引き•下引きの場合 


參 F ケーブルを接続しまず。 

廈面の F ケースレの接続ち法を参照） 

参配管を整おし、 F ケーブル • ドレンホースを 
まとめ、 ビニールテープで 仮止めします。 

,配管巧； r え 


配管を接続してから据え付ける場合(横引きの齡） ■ 室内機の背面でを獅日管を接続ずる場合 


♦ F ケ-ブルを接続します。慮面の F ケ-ブルの接続施を参照） 
参;令媒配管を壁巧位置に合わせて整おし接続します。 

参配管接続部は保;令用断熱材®の割りを上にして 



すさ間のないようにビニールテープ巻さします。 

テープは締め過ざないように巻さます。 

すき間があったり、締めがけ過ざたりすると露たれの原因に 
なります。 

参 F ケーブル • 配管を整おし、室内機背面の下部スぺースに 
納め、結まバンド怖販品）を背面フックに引っ挪ブ 
固疋し去 9 。 — フック 


配冒の曲げ路 
わりはこの範 
困に収めます。 



令媒配管と F ケ ー：?' ルを整形しセットし 

3^づ~〇 ホ媒配曽の先端を y マークの位置に合わせます。 


( でさるだけホさな1 
R で曲げて<ださ 
い。柿リシン S 使 
用すると配管を： 
さずに小さな R で 
曲げることがでさ 

^ , 


あまった棘パ'ンド怖販品) I 祕ず 
カットしてください。 

爆常音や露たれの願に削まず。） 



♦ポリシンを使用ずる場合は削り粉が入らない 
よう必ずフレア加工を巧った後に挿入ずること 


据え付け 


ま内 11 の飾な外でを獅憎を接続ずる場合 


田壁巧に配管類を通しまず。 

回室内機の上部を据付板に引っ掛けまず。 
回室内機下部を壁に押しつけ、室内機の 
爪をす居付板にはめこみまず。 


①据付板 



を媒配管 


室内機の背面で;令媒配管を接続ずる場合 


田室内機を据付あじ引っ掛巧す。 

回室内機背面を側 I こ緩衝材または、ダンボールなどをはさみこみ、 

室内機の下部を手前 I こ約1 5 cm もしくは目一杯浮かします。 

图:令媒配管を接続します。（裏面の配管の接続を参照） 

团配管接結部は保令用断熱術)の割りを上にして朽間のないよう比ニールテ- 
回ドレンホ-スを壁巧に挿入します。 

回 F ケづル雄続します。慮面の F ケ-ブルの接続方法を参照） 

回 F ケーブル • 配管を整おし、室内機背面の下部スぺースに納めます。 

圆はさんだ物を外し、室内機下部を据付あの固を爪にはゆこみます。 


室内機のの 



緩衝材 
固を巧 


•プ巻きします。 


臟ハ•イプ, 
ドレンホース \ 

卢 I 一 f 孩 

な護ハ•イプ 

ドレンホース'ィー… 

回:令媒配管を接続後、配管接続部を保;令用 
断熱材⑦で割りを上にして覆い、すき間の 
ないようにヒ''二ールテープききします。/背養帮管: 
(配管の断熱と仕上げを参照） ' 

すさ間があったり締め過ざたりすると 
露たれの原因になります。 


のへ 



. ①据付板 


室内機の巧 




F ケーブル 


•室内機の下部を手前に弓 I っ張って据付板に室内機ののが 
はめこまれていることを確認ずる 

はめこみがす完全でずと、室内機の振動が大きくなる原因と 
なりまず。 

•配管の断熱材のビニールテープ卷さは締め過ぎない 

断熱効果がなくなり露が付きまずので、締め過ぎないように 
巻いてください。 

•配管整形時には、配管押さえの下端部を 
手で押さえながら、下に伸ばしてから 
整形ずる 

下に伸ばしてから整形しないと配管が 

内部でねじれてしまいます。 配管巧 さぇ；た 王に伸ばして 

か b 整形しまず。 



3〉排水の確認 


>室内機の据え付け終了後、 S 受皿」こ水を j 荒して確実に 
が水ごれることを確認してください。 

(確認を怠ると水垂れの恐れがあります） 


ルン先端. 

は 100 mm 
な上間をあけて 
開放にずる。- 



り居付終了後ドレンホースの 
抜けやたるみの 
ないことを確認してくださいぃ 

気密性の高い住宅等で換気扇 
を使用したときなどに、ルン 
管付おからゴボゴボと音が発 
生する場合や水が吹さおること 
があるので、ドレンタンク（サー 
ビスバーツ品 RAS -2810 KX 
已00(別売））を使用してくだ 
さい。 


F ケーブル 
冷媒配管 
ドレンホース 



ドレンホースを 
途中で切断しない 


A ミち意 


•ドレンエ事は、確蔚こ排水できるように配管し、 

必ず排水の確認を巧う 

確認を怠ると、水垂れとなることがあります。 

♦ドレンホースは巧面より1 0 Omm が上高い位置で、切断ずる 
エア□ックにより水漏れや異物の詰まり等の原因となることがあります。 
•左図のような不具合がないことを確認ずる 
ドレン詰まりをおこし、水垂れとなります。 

•ドレンホースは1/25从上の勾配をとる 
•埋込配管などでドレンホースをドレン配管に挿入する場 
合、ドレンホースを途中で切断しない 
ドレンホースの断熱性能が低下し、水垂れと 
なることがあります。（左図を参照） 

♦浄化槽等、腐食性ガス(硫黄、 アンモニア 等） 

力 S 発をずる場前こドレンホースを導かない 

腐食性ガスがドレンホースから室内機に逆流し、銅配管を腐食 

させたり、室内の異臭の原因になることがあります。 

•室内機のドレンホースは、室外機のバルブカバーへ 
導かない 

使用条件により、/ぐルブカ/ぐ一より、水垂れの恐れが 
あります。 
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室内機の外しかた 


♦室内機底面にある 戸日ミ^ を外側から押すと、 m がおか板から外れます。(左ち2力所） 
♦なげし等で室内機底面を巧せない場合は、化粧カバーを外し、図のように取り外し用の 
巧にドライバーを挿入し、の巧の上部を押さえながら m を上ちに押し上げ、回室内機を 
手師こ引っ張ります。このとき横引き配管の場合などに、ドライバー先端で配管、 

F ケーブルを傷つけないよう十分を意してください。 



配管の接続 



パ- 



配管の切断とフレア加工 


パイプカッターで切断し、 
バリ取りを行います。 



A ミち意 


♦バリ取りをずる 

バ IJ 取りをしないとガス漏れの原因になります。 

♦切粉が銅管内に入らないように、 

バリ取り時には銅管を下向きにする 


►フレアナツト挿入後フレア加工をしてくだごい。 

ダイスダイ 



銅管 


を媒配管I •巿販の材料を巧巧する場合は、巧のことを守ってください。 


ホ 6.3 己 （1/4 インチ） 

¢9.52 (3/8 インチ） 

肉厚 

0.8mm 

0.8mm 

材料及び規^各 

リン脱酸銅 C1 22日 T」ISH33 日日（付着油量:4日 mg/l 日 m 姑下） 

断熱ネオ 

•耐熱発泡ポ IJ エチレン比重0.日45肉厚 8mm な上 
• 接続酉日管は1本毎に各々断熱してください 


XR41 0 A 用専用工具の使用を推奨しまず。 


外径（が 

A (mm) 〔リジッ h〕 

R410A 用専用 
工具の塌合 

R 22用専用工具 
の塌含 

6. 3己 （1/4 インチ） 

〇〜〇.己 

1.0 

9. 52 (3/8 インチ） 

〇〜〇.己 

1.0 


薄肉管（肉厚： 0.7mm など）は、使用しないでください。 


\2〉配管の接続 


X 歡觀豁麵こ 



フレア内面のみ冷凍機油（ホ販品）を 
ごくのずか塗ホしてください。 




♦室内機の配管のフレアナットを外ず場合は、細径側パイプを制こ外す 

太径側から外すとつレア部のシールキャップが飛ぶことがあります。 

•接続時は水分が入らないようにする 

♦フレアナットは必ずトルクレンチを使用し、指定の締め付けトルクで締め付ける 

フレアナットを締め付け過ぎると長期経過後、フレアナットが割れて;令媒漏れの原因に 
なります。 

♦冷凍機油はフレアの外面には塗らない 

フレア外面に冷凍機油を塗ると、フレアナットの締め付け過ざとなり、 

フレアナットが割れたり、フレア部が破壊されて冷媒漏れの原因になります 。 ) 


♦室内機の配管からフレアナットを列^しまず。 

この時ハーつユニオン（オス側）をスパナで固定 
しながらつレアナット （ y ス側）をスパナで外します。 
♦曲げ加工は配管をつぶさないようにしてください。 
參接榻部(フレアの内側）にを凍機油(市販品）をごくわずか 
に塗り、か〔、を合わせフレアナットを手で十分締が付けた攘、 
トルクレンチ(スバナ）で確実に締め付けます。 



パイプ外径（が 

トルク N.m{kgf.cm} 

細径側 

6.3 日 （1/4 インチ） 

13.卜18.6リ40〜190} 

太径側 

9.己2 (3/8 インチ） 

34.3 〜 44.1 排〇〜 450} 

フク□ナット 

19.6-24.5 {200-250} 

バルブコアのフク□ナット 

12.3 〜15.7りお〜 160} 


室内機の据え付け (つづき) 


pf ヒ粧カバーの外しかた j 

のフ□ントパネルを取り外します。（取扱説明書 P .3 日を参照してくださし、) 
•つ□ントパネルの着脱は、必ず兩手で行ってください。 

固エアつィルターを取り外しまず。 

(取扱説明書 P .36 を参照してください） 

回端子台カバーのねじをゆるめ、つまみを持って端子台カバーを外しまず。 

团ねじカバーを外し、ねじに本）を外しまず。 

固上面のの （3 力所）を外し、化粧カバーを図のように側面（下側）を 
手前に引いて外しまず。 



( T 化粧カバーの取り付けかた） 

① 露皿が巧実に取リイ寸けられていることを巧認します。 

② 化粧カバーを本体にはめ込んだあと上面の爪 （3 力丽を巧実に 
はめ込みます。また中央部を押して、 n \ を固定します。 

③ ねじ2本を締めイ寸けます。 

④ エアつィルターを取リイ寸けます。（取扱説明書 P .36 を参照してください) 
©端子台力/ く'-下側ののを化粧カパ'-に引っ掛け、ねじで固定します。 

⑥ねじ カバーを 取りかけます。 

③フ□ントパネルを取り付けまず。 

(取扱説明書 P . 3日を参照して < ださい） 



据付板 
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配管の接続 



jk ——ジ（つづき) 


エアパージ 


♦全体の配管接続が終了したらエアノぐージを行ってください。 
詳しくは、室外機に付属の据付説明書をご覧ください。 


ガス漏れ検査 


♦ち図の部分をガス漏れ検巧器を使用してフレア ナット 接続 
部などから;令媒漏れがないことを確認します。 

漏れのある場合は、増締めするなどして、処置してください。 
( R 410 A 田検失□器をご使田ください） 



F ケーブルの接続 


F ケーブルの接続方法 ♦電源は単ホ目 200 V を使用してくだごい。 


室外機 


室内機2用 

1 

2 

3 


室内機]用 

1 

2 

3 


F ケーブル 



アース線 


1 

2 

3 

1 1 

1 

2 

3 


室内機2 


室内機1 


電源回路、信号回路 
直径2 mm の単線を必ず 
使用してください。 


むき出し部のな線はまつ 
ずぐにしてください。 



A 警告 


♦ F ケーブルは、必ず直径 2 mm の単線を使田ずる 

より線を使田しますと、故障や発熱 • 火災の原因になります。 

♦ F ケーブルを途中で接続しない 
接続部が過熱し、火災 • 感電の原因になります。 

参 F ケーブルのな線は1 8 mm (最小でも1 7 mm 、 最大でも 
20 mm ) むき出し、な線力《かくれるまで確実に巧し込み、 
る々の線を引っ張って抜けなしにとを確認ずる 
挿入が不十分であったり、むさ出し寸法が] 7 mmJil 下です 
と接賴不足により、故障や発熱 • 火災の原因になります。 

♦ F ケーブルのな線は先端を合わせ、まっずぐにずる 
♦分岐回路はエアコン専田の回路にずる 
♦ F ケーブルの取付工事は「電気設備に関ずる技術基準 J に 
従つて行う 化端を合 W - 7 K 

まつずぐにして /|\ 

くだごい。 




1 8 mm ! 



6日 mm 

-ブル 



被覆 


F ケーブルを外す時はこの部分 
を矢印のち向に押しな力巧 F ケ 
-ブルを引いてください。 


室内機への接続ち法 


端子台 カバー 
固定ねじ 


圧!フ□ントパネルを外します。 

(取扱説明書 P .3 日を参照してください。） 
回端子台カバー固定ねじをゆるが、 
つまみを持って端子台カバーを外します, 
回下カバーを外します。 

团ケーブルガイドを通して、 

F ケーブルを背面から 
前面へ化します。 

回 F ケーブルを接続し、 

ケーブル固定バンド 
で固定しまず。 

固端子台カバ-下側の脈 
化粧カバ-に引っ掛け、ねじで固定します。 


ケーブル 
ガイド 
F ケーブル 



ドレン ホース 


ケーブルガイ t 


A 警告 


♦ F ケーブルはサービス時の作業性を考慮してを格を 
持たせて、必ずケーブル固定バンドで止める 
参ケーブル固定パンドで止めるとさは、 F ケーブルの外 
側の被覆部の上から確実に止め、接続部に外力が加 
ねらないようにずる 111 ill 

F ケーブルの接続部に外力が m nnn 
加わると、発熱や义災などの n — i 
原因になります。 rn 

♦取り外した端子台カバーは 
工事後、必ず取り付ける 
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< g 配管の断熱と仕上げ 

• 配管接続部は保;令用断熱材⑦で覆し、すさ間のないよう 
ールテープ巻さします。 

♦テープは締め過ぎないようにききます。すさ間びあったり 
締め過ぎたりすると露たれの原因になります。 

♦配管. F ケーブル等をエアコンお付用テープでテープ卷きし、 
壁に固定します。 

♦ドレンホースや配管び押入れや廊下など屋内を通る場合は、 
露付き防止のため保;令用断熱材[サービスバーツ品 
(RAS-LJ22W 006)]で覆い断熱の強化をしてください。 


♦酷管カバーを使用しない場合は、壁巧部と、配管 
ブッシュ .配管のすを間を エアコ ンあ付用/行にて 
完全にシールしてください。シールが完全でないと 
壁巧や室外の高湿空気が浸入し、露たれの原因 
になります。また、壁巧や室外の臭いが室巧に浸 
入する原因になります。 

参配管カバーを使用する場合は、配管ブッシュを取 
リイ寸けないでください。また、壁巧部と配管のす 
を間をエアコンお付用バテにて完全にシールし 
てください。 

参埋込配管の場合は、配管のす^間をバテにて完全 
じシールしてください。 


断熱しテープ登舌曲な;令田断熱材 




リモコンの固定 


♦リモコンはリモコン取付具®で壁や柱に固定ずることがでをまず。 
• I」モコンを固定したままエアコンを操作ずるとをは、信号が 
エアコンに確実に受信されることを確認してください。 

なお、董光灯により影響され信号が受信されなくなることが 
ありまずので、昼間でも点灯して確認してください。 

• 電子点灯形の照明器具がある場合は、受信距離が短くなること 
があり、場合によっては信号を受け付けないことがちりまず。 


取り付けかた 



X 固定ねじ 
柱または壁©リモコン取付具 
•上から差し込む。 



参外すとさは 
リモコンの 
上部を持つ 
て引き抜く。 



ねじって取り外さ 
ないでください。 
裏ぶたが外れる場 
合があります。 


アドレス切換スイツチについて 


2台の室内機を同じ部屋に据付けたときなど、リモコンの混信を防ぎたいときに使田しまず。 
アドレス切換スイッチは、リモコンの電池ケースふたを外したところにありまず。 

(出御寺は 「A」 側に設定されてしほす。） 

♦アドレス設定（混信防止）のち法 

2台の室内機のうち、1台について設定を行います。 

ロリモコンに乾電池を入れ、リセットスイッチを巧します。（取扱説明書を参照してください。） 

回 IJ モコンを組み合わせたい室巧機の受信部に約 5cm まで近づけた状態でアドレス切換スイッチの 
スイッチい':-を巧」側に動かします。この時、他ちの室巧機が受信しないようにしてください。 
回 r ピッ」としけ受信音がして、設定が終了します。 

♦アドレス設定後、リモコン操作をして動作することを確認してくだ t い。 

動作しない場合は、スイッチい（一を 「A」 側に戻し、再度設定操作を行ってください。 





S アースと漏電遮断器 


C このエアコンは必ずアースエ事をしてください。 ^ 

アースエ事は「電気設備に関する技術基準」に従って実施してくだごい。 

万一の感電事巧を防止するほかに、製品に軸れたときに感じる静電気の直害や、 

リモコン操作時にテレビ•ラジオに入る雑音を防ぐ効果もあります。 

接地の基準 

接地の基準はェアコンの電源電圧および設置場所により異なります。 
下表により接地工事を行ってください。 


電源1エアコンド^さ^^戸斤 
の条件^種類^^ぉ化 

水気のちる場所 
じ設置する場合 

ミ思気のある場所 
じ if する堤合 

乾燥した場神こ設置ずる場合 

刷幢圧 150 V 
が下 t ?) 場合 

丽の機種信斟目 
3線式200\/の機種） 


D 種接地工事が 
お要でず 。㈱ 

D 種接粗[事脱的には除外されてしほすが 
安まのため接地工事をしてくない。 

細幅圧 150 V 
を越える場合 

3相 200 W 1 種洽 W 
2 SS 200 VWI ) 

漏電遮断器を取り付けご引こ D 種接地工事が 
必要でず。（注） 


D 種接化工事について（を） 

• 接地工事は電気工事±の方が行ってください。 

• 接地抵抗は10 0 Q な下であることを確認してくだごい。 

ただし漏電遮断器を取り付けた場合は50 0 Q な下であることを 
確認してくだごい。 


A 警告 


♦室外機または室内機のどちらか 
一方から必ず アースを 行う 

アース端子は室外機のベース側面 
(サービスバルブ側）にもついてい 
ます。なおち図のように室巧機にも 
アースを接続でさるよラになつています。 

参アース線は、次のようなところに 
接続しなし、 

。）水道管 

(2) ガス管…弓快や爆発の厨をが机ます。 

(3) 避雷針•電話のアース線 

-•縮のと5が褐;祝;抓 SP をです。 

♦お客様にご説明の上、アース 
(接地）を行ラ 

♦室内機からアース(接地）を行う場合は、 
直径1 .6 mm の単線(軟銅線)を使届し、 
確実に固定ずる 

_ y 



アースを 接続ずるとさは 
端子台 カバーを 外して 
イ子いまず。 


〈印刷記号: AS -6®〉 
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保護シートの取り外し I 

♦表示部の保護シートを取り外してください。 



試運転およびチェック 

r 試運転^ 


♦試運窗は必ず1台ずつ運転し、正常に運転することを確認してください。 （; 令え具合、リモコンの受信など）2台同時に運転しますと、 
;令媒配管と F ケーブルの接続違いが検出できませんので、必ず1台ずつ運居し正常に運転することを確認してください。 
♦取扱説明書の手順で操作について「お客様」に説明してください。 

♦取り付けた部屋の照明を点灯させてリモコンが正常に動作することを確認してください。 


r 据え付け チェック） 

•ちの「ルー ムエアコン お付点検力ード」によりチェックします。 


A ミち意 

♦サービスバルブのスピンドルを閉めた状態で5分]^0:運転しない 

故障の原因になります。 

♦冷房’除湿運転時、窓や戸を開放した状態（部屋の湿度が80%を 
超えたまま）などで長時間運転をしない 

露が落ちて家財を濡らす原因となることがあります。 

♦新築や改築時にお部屋の乾燥に使巧しない 

ェアコンの機能や性能のほ下及び上下風向板に露がつさ、露が 
落ちて家財を濡らす原因になることがあります。 


〔HA システム .H-LINK •力ードキーと接続するとき) 


♦ HA システムと接続するには別売の HA 接続コード 〔 SP - HAC 1 〕力^ 
必要です。 

♦ H - LINK と接続するには、別売の RAC アダプターが必要です。 
♦エアコン側の運転の種類を「自動」に設定しているとさ、 H - LINK の 
コント□-ラー側で設定した温度表示が自動的に変わることがあります。 

こ机 ま、エアコン 側で自動的に設定した温度を コント □-ラー側に送信して 
表示するもので、故障ではありません。他し、 リモコンで 「自動」運転び 
設定でさるもの。） 

♦カードキーと接続するには別売の力ードキー接続コードに P - CKCI 〕 
が必要です。 


キ 


♦化粧カバー、電気品フタを外し、配線を接続します。 

〔 HA システム-力ード キーは CN 6、 RAC アダプターは CN 7 にあ続してください。〕 
参図のように、 HA 接続コードをはわせ、 F ケーブルに結束バンドで縛ります。 
參詳し <はそれぞれ付属の取扱説巧書、または据付点検要領書とあわせて、お読みください。 
♦化粧カバーの外しかた • 取り付け力、たは本説明書で艦忍してください。 
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.キ… . y .…-卜 .....1] 


お客様氏名 

情話番号） 

様 

( ) 

お客様住所 


機種名 


製造 

番号 


据付年月日 


据付 

担当者 



J レ—ム0_ J ゾ据 1、 J ，卓、検力—广 

(点検済みの項目の□の中に y 印を記入して < ださい。） 

□ 配管は R 410 A 用を使吊しましたか 
n 真空引きを、行いましたか 
□ 輸送部品は、全てはずしましたか 
□ 酌管接続部のガス漏れはありませんか 
n 接続ケ-ブルの接続は正しく確実でずか 
□ 除湿水は漏れずに、よく排水しますかまた、露受 m に除湿水 
がたまらないよラな傾斜で据え付けられていまずか 
n 配管接続部の斬熱はしましたか 
□ 据付強度はじゆうぶんでずか 

□ 化粧カバー(化粧パネル-ルーハ"一)は確実に巧り付けており、 
落下の危険はありませんか 
□ 電源は、専用回路に接続しましたか 
n アースは正しくしてありまずか 
□ 壁巧が壁を貢通ずる場合、保護パイプをつけましたか 
□ 壁巧部のシールは確実にしましたか 

特に、垣込配管で大きな壁巧のとを、シールを確実にしましたか 
] 試運転をして、異常はありませんか 
」を気または暖気が、吐出口からでましたか 
] 異常音は、出ていませんでしたか 

□ 巧お説明書の表紙に記載されたお式名のうちの、据え巧けたお 
ま名の前に〇印をイ寸けましたか 
(巧扱説明書が2機種な上の共巧になっている場合） 
n お客様に正しい取り扱い方と、運転のしかたを説明しましたか 


サービス記録 


年月曰 サービス 内容 


キリトリ線から切りはなし、据付時の点検、サービスの記録と 
して、お店で保管、ご使巧くださし、。 




























































